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令和元年８月２６日 
 

関係機関の長   様 
関係施設の長   様 
関係事業所の長  様 

一般社団法人広島県介護支援専門員協会 
（介護支援専門員研修センター）  

会 長（センター長） 落久保 裕之  
（ 公 印 省 略 ）     

 
令和元年度広島県主任介護支援専門員更新研修の開催について（案内） 

 
平素より、当会の研修活動事業等の推進につきまして、ご支援とご協力をいただき、厚くお礼を申し

上げます。 
さて、標記研修を次の「開催要綱」のとおり開催しますので、ご多忙中とは存じますが、関係職員の

参加につきまして、ご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 
つきましては、本研修の受講希望がありましたら、下記事項に留意した上、受講申込書により申し込

んでください。 
また、ご不明な点がある場合には、当会事務局まで連絡してください。 

 
 

記 

１．申込方法 

①提出書類一式を揃え、郵送にて申し込みください（課題レポートを除く）。 
②提出書類のうち課題レポートについては、データ（Word ファイル形式）での提

出となります。 
次のメールアドレスに課題レポートを添付の上、提出してください。その際、分か

りやすいよう、件名に「主任ケアマネ更新研修課題レポート：〇〇〇〇（氏名）」

と記載してください。 
・メールアドレス：kensyu-c@hcma.or.jp 

↑（真ん中半角ハイフン） 
各様式は、当会ホームページから取得してください。 
・ホームページＵＲＬ：http://www.hcma.or.jp/ ※「ケアマネの輪」で検索 

２．申込期限 令和元年９月２０日（金）※必着 

３．修了要件 

（１）新しい研修カリキュラムにおいて「研修評価制度」が導入されています。全

日程の受講及び、各科目の「研修記録シート」の提出が修了の要件です。 

（２）研修当日、各科目（類型）の「指導実践（スーパービジョン）事例」を持参

されなかった場合、受講を継続できず、修了証明書を発行できません。 

４．受講料 

①受講料  ：38,000円（消費税込） 

②テキスト代： 4,104円（消費税込）平成30年度のテキストとは異なります。 

＊納入されました受講料・テキスト代については、理由のいかんに関わらずお返

しできませんので、予め了承ください。 

５．受講決定 受講決定等の連絡は令和元年１０月７日（月）頃、郵送にて通知予定。 

６．提出先 〒734-0007 広島市南区皆実町１－６－２９ 
一般社団法人広島県介護支援専門員協会 宛（主任更新申込書在中） 

７．同封資料 ①令和元年度広島県主任介護支援専門員更新研修の案内（通知） 
②令和元年度広島県主任介護支援専門員更新研修の案内（開催要綱・受講申込書）※本冊子 

 
以上 
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令和元年８月２６日 
 

主任介護支援専門員更新研修 
受講希望者 各位 

一般社団法人広島県介護支援専門員協会 
（介護支援専門員研修センター）  

会 長（センター長） 落久保 裕之  
（ 公 印 省 略 ）     

 
令和元年度広島県主任介護支援専門員更新研修の開催について（案内） 

 
 
平素から、当会の研修活動事業等の推進につきまして、ご支援とご協力をいただき、厚くお礼申し上

げます。 
 さて、標記研修を次の「開催要綱」のとおり、開催することとしましたのでお知らせします。 
 つきましては、次の「開催要綱」の「受講要件」を満たす方で、受講を希望の場合は、「受講申込書」

に必要書類を添付し、所属長を通して、郵送により申し込んでください。 
 なお、提出書類については、今回の案内一式を当会ホームページに掲載しておりますので、活用くだ

さい。ホームページについては、下記を参照ください。 
 また、ご不明な点がある場合には、当会事務局まで連絡してください。 

 
記 

 

１．申込方法 

①提出書類一式を揃え、郵送にて申し込みください（課題レポートを除く）。 
②提出書類のうち課題レポートについては、データ（Word ファイル形式）での提

出となります。 
次のメールアドレスに課題レポートを添付の上、提出してください。その際、分か

りやすいよう、件名に「主任ケアマネ更新研修課題レポート：〇〇〇〇（氏名）」

と記載してください。 
・メールアドレス：kensyu-c@hcma.or.jp 

↑（真ん中半角ハイフン） 
各様式は、当会ホームページから取得してください。 
・ホームページＵＲＬ：http://www.hcma.or.jp/ ※「ケアマネの輪」で検索 

２．申込期限 令和元年９月２０日（金）※必着 

３．修了要件 

（１）新しい研修カリキュラムにおいて「研修評価制度」が導入されています。全

日程の受講及び、各科目の「研修記録シート」の提出が修了の要件です。 

（２）研修当日、各科目（類型）の「指導実践（スーパービジョン）事例」を持参

されなかった場合、受講を継続できず、修了証明書を発行できません。 

４．受講料 

①受講料  ：38,000円（消費税込） 

②テキスト代： 4,104円（消費税込）平成30年度のテキストとは異なります。 

＊納入されました受講料・テキスト代については、理由のいかんに関わらずお返

しできませんので、予め了承ください。 

５．受講決定 受講決定等の連絡は令和元年１０月７日（月）頃、郵送にて通知予定。 

６．提出先 〒734-0007 広島市南区皆実町１－６－２９ 
一般社団法人広島県介護支援専門員協会 宛（主任更新申込書在中） 

７．同封資料 ①令和元年度広島県主任介護支援専門員更新研修の案内（通知） 
②令和元年度広島県主任介護支援専門員更新研修の案内（開催要綱・受講申込書）※本冊子 

 
以上
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令和元年度広島県主任介護支援専門員更新研修開催要綱 
 

１．研修の目的 

  主任介護支援専門員に対して、主任介護支援専門員研修（以下「主任研修」とする）修了証明書の

有効期限の更新時に併せて、研修の受講を課すことにより、継続的な資質向上を図るための定期的な

研修受講の機会を確保し、主任介護支援専門員の役割を果たして行くために必要な能力の保持・向上

を図ることを目的としています（老発０５１８第６号：平成２９年５月１８日厚生労働省老健局長通

知別添６）。 

 

 

２．受講要件について 

次の基本要件（１）～（３）のすべてに該当し、かつ研修対象者は次の受講要件①～⑤のいずれか

を満たす者とします。 

【基本要件】 

 （１）平成２４～２７年度までに広島県で主任研修を修了した者 

    ※主任介護支援専門員の有効期間満了日がおおむね２年前の者 

 （２）介護支援専門員証の有効期間内に本研修を修了できる者 

 （３）全ての課題（レポート・事例・研修記録シート等）を提出し、受講するコースの全日程（９日

間）に参加できる者 

【受講要件】 

①介護支援専門員に係る研修（※１）の企画、講師やファシリテーターの経験がある者 

②地域包括支援センターや職能団体等が開催する法定外の研修等（※２）に年４回以上参加した 

者（※３） 

③日本ケアマネジメント学会が開催する研究大会等において、演題発表等の経験がある者 

④日本ケアマネジメント学会が認定する認定ケアマネジャー 

⑤主任介護支援専門員の業務に充分な知識と経験を有する者であり、県知事が適当と認める者 

（※４） 

※１ 「研修」とは、介護支援専門員法定研修（実務研修におけるケアマネジメントの基礎技術に

関する実習を除く。）及び※２に掲げる研修に限ります。 

※２ 「研修等」とは、特に主任介護支援専門員の資質向上に資すると判断できるものに限ります。

該当する研修は、別添の一覧表（ｐ.19～27）のとおりです。 

※３ 「年４回以上参加した」とは、主任介護支援専門員の有効期間（５年）内のいずれかの１年

度において、法定外の研修等を４回以上修了したことをいいます。 

今年度については、研修初日の前日までに、年４回以上修了する必要があります（研修初日

の前日とは、令和元年１０月３１日までです）。受講申込みの時点で、法定外の研修等を４回

以上修了していない場合、修了見込みとして受講申込みを行うことができます。その場合、様

式４「研修受講申告書」（ｐ.17）を修了見込みとして提出し、法定外の研修修了後、主任更

新研修初日までに、様式４に必要書類を添付のうえ、再度提出してください。 

    ただし、研修初日の前日までにその法定外の研修等が修了できず、「年４回以上」に満たな

かった場合は、受講要件を満たさないため、主任更新研修の受講は無効になります。 

    県外（鳥取県介護支援専門員連絡協議会、島根県介護支援専門員協会、岡山県介護支援専門

員協会、山口県介護支援専門員協会が主催の要件を満たす研修）については、「年４回以上の

参加」のうち２回までカウントできます。 

※４ 知事の認定を受けたケアマネマイスター広島とします。 

 

 

３．実施主体 

介護保険法第６９条の３３第１項の規定により広島県知事から指定を受けた一般社団法人広島県

介護支援専門員協会が実施します。 

 

 

４．研修実施期間 

令和元年１１月から令和２年１月（詳細は別紙１（ｐ.9）をご覧ください） 
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５ 研修日程及びカリキュラム 

  全９日間・４６時間（詳細は別紙１（ｐ.9～12）をご覧ください） 

 

 

６．会場 

広島会場（Ａ・Ｂコース）：広島県健康福祉センター ８階 大研修室（広島市南区皆実町1-6-29） 

  福山会場（Ｃコース）：福山商工会議所 １階 １０１会議室（福山市西町2-10-1） 

：福山市生涯学習プラザ（ローズコム）４階 大会議室（福山市霞町1-10-1） 

  ※大規模１日目（１１/１）・大規模２日目（１２/１２）については、全体講義（全員が受講）の

ため、広島会場のみとします（会場：広島市南区民文化センター ２階 ホール 住所：広島市南

区比治山本町16番27号）。 

                       

  

７．受講申込み及び定員 

  様式１「令和元年度広島県主任介護支援専門員更新研修受講申込書」（ｐ.14）に必要事項を記入

し、必要書類を同封のうえ郵送にて申込みください（ただし、課題レポートはメールによる提出）。 

（１）申込期限 令和元年９月２０日（金）※必着 

（２）申込方法 郵送 

（３）提 出 先 〒734-0007 広島県広島市南区皆実町1-6-29 

広島県介護支援専門員協会 宛 ＊封筒の表に「主任更新申込書在中」と明記する。 

（４）定  員 300名（Ａ・Ｂコース（広島）・Ｃコース（福山）各100名） 先着順 

        ＊定員については、事前に実施した意向調査を元に設定しておりますが、超過及びコ

ース毎の人数に偏りがあった場合、コースの変更等をお願いする場合がございます

ので、予めご了承ください。 

 
 

 

８．申込書類 ※申込者（本人）用の控として、提出前に必ず写し（コピー）を取ってください。 

（１）令和元年度広島県主任介護支援専門員更新研修受講申込書（様式１）    【全員】 

（２）介護支援専門員証の写し（様式１に貼付）                【全員】 

（３）主任介護支援専門員研修修了証明書の写し                【全員】 

（４）提出課題（様式２：レポート）＊メールによる提出            【全員】 

（５）受講要件別提出書類 ※                 【該当する受講要件別】 

 

 

※受講要件別提出書類一覧 

該当する受講要件 提出書類 ※全て写し（コピー）を提出 

①介護支援専門員に係る研修の企画、

講師やファシリテーターの経験があ

る者 

・様式３：講師等実績申告書（ｐ.16） 

・添付書類：当該講師経験等を証する書類の写し 

（例：研修会主催者発行の講師依頼文書・研修会日程

表（講師配置が分かる資料）・研修企画会議録 等）

②地域包括支援センターや職能団体等

が開催する法定外の研修等に年４回

以上参加した者 

・様式４：研修受講申告書（ｐ.17） 

・添付書類：当該研修会参加等を証する書類の写し 

（例：研修会の修了証明書・生涯学習手帳の写し 等）

③日本ケアマネジメント学会が開催す

る研究大会等において、演題発表等

の経験がある者 

・様式５：研究発表申告書（ｐ.18） 

・添付書類：当該演題発表等を証する書類の写し 

（例：研究大会等の次第、発表依頼文、抄録 等） 

④日本ケアマネジメント学会が認定す

る認定ケアマネジャー 

・添付書類：認定ケアマネジャーを証する書類の写し 

（例：認定証 等） 

⑤知事の認定を受けたケアマネマイス

ター広島 
・添付書類：ケアマネマイスター広島の認定証の写し 
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９．受講料・テキスト代 

①受講料  ：38,000円（消費税込） 

②テキスト代： 4,104円（消費税込） 

※中央法規出版のテキスト（第2版）を使用（平成30年度のテキストとは異なります）。 

＊受講決定通知を送付する際に、テキストを同封します（返品はできません）。 

＊納入された受講料・テキスト代は、理由のいかんに問わずお返しできません。 

 
１０．課題レポートの提出 

  本研修では、「主任介護支援専門員としての役割を果たすには、多職種との連携や介護支援専門員

に対する助言・指導や地域での活動等の実務を通じて、主任介護支援専門員としての必要な知識・技

術等を高めていくことが必要不可欠であり、実践を通じた能力向上を担保する必要がある」との考え

から創設されました。こうした研修の基本的考え方に基づき、受講希望者には次の課題を受講申込み

時に提出していただきます。 
 
 （１）課題レポート 
    テーマ「看取り期における主任介護支援専門員の役割と機能」について、2,200 字～2,400 字

以内（Ａ４用紙２～３枚・所定の様式あり）で述べてください。 
 （２）提出様式（様式２：ｐ.15） 

様式は、当会のホームページから取得（ダウンロード）してください。 
ホームページＵＲＬ：http://www.hcma.or.jp/ ※「ケアマネの輪」で検索 

 （３）提出方法 
    締切日（９/２０）までに、当会宛にメールによりデータ（Word ファイル形式）で提出してく

ださい。 
     ＊メール送付先：kensyu-c@hcma.or.jp 

   ↑（真ん中半角ハイフン） 
     ＊件名    ：「主任ケアマネ更新研修課題レポート：〇〇〇〇（氏名）」と記入 

 
１１．指導実践（スーパービジョン）事例の提出 
  本研修では、以下の科目（類型）に沿った、他の介護支援専門員に指導(支援)を行った事例及び支

援経過を用いて演習を行いますので、該当する事例をまとめ、研修の各科目（類型）の日程に持参し

てください（受講者本人がケアマネジメントした事例ではありません）。提出事例のまとめ方につい

ては、受講決定通知時に同封いたします「事例作成要領」を確認ください。 

 

【７類型の科目（類型）】 

（１）状態に応じた多様なサービス(地域密着型サービス、施設サービス等)の活用に関する事例 

（２）社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例 

（３）入退院時等における医療との連携に関する事例 

（４）リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する事例 

（５）認知症に関する事例 

（６）看取り等における看護サービスの活用に関する事例 

（７）家族への支援の視点が必要な事例 

 

＊１事例に複数の科目（類型）が含まれる場合、必ずしも７つの事例を用意する必要はありません

（ただし、科目（類型）毎に沿ったまとめ（振り返り、考察等の記述）が必要です）。 

＊極力、受講者本人の「指導事例」を使用することとしますが、準備できない科目（類型）がある

場合は、テキスト記載の事例を用いてまとめ変え、作成してください。 

 
 

１２．受講決定 

（１）審査を行ったうえ、原則として先着順に受講者を決定し、受講決定通知書および受講料・テキス

ト代の請求書兼払込取扱票を送付します（１０/７頃）。 
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１３．研修の修了要件および修了評価（注意） 

（１）新しい研修カリキュラムにおいて「研修評価制度」が導入されています。全日程の受講及び、各

科目の「研修記録シート」の提出が修了の要件です。 

（２）今年度より、受講３カ月後の「研修記録シート」を提出する必要があります。 

  必ず提出してください（受講３カ月後の「研修記録シート」の提出については、研修最終日に説明

します）。 

（３）研修当日、各科目（類型）の「指導実践（スーパービジョン）事例」を持参されなかった場合、

受講を継続できません。 

  
 
 

１４．主任介護支援専門員の更新期限について 
 

主任介護支援専門員の 

資格取得年度 
主任介護支援専門員の更新期限 

平成 24 年度 令和 2年 3月 31 日（経過措置）

平成 25 年度 令和 2年 3月 31 日（経過措置）

平成 26 年度 令和 2年 3月 31 日（経過措置）

平成 27 年度 主任研修修了日から 5年間 

 
 

１５．主任更新研修修了後の主任の有効期間満了日について（注意）  

（１）平成２６年度までに主任研修（経過措置対象者）修了者：令和元年度の主任更新研修修了者の有

効期間満了日は主任更新研修修了日から５年後です。 

 

   平成２７年度に主任研修修了者：令和元年度の主任更新研修修了者の有効期間満了日は現在の主

任介護支援専門員の有効期間から５年後です。 

 

（２）主任更新研修を修了した場合、介護支援専門員更新研修を修了したものとみなされます。主任更

新研修修了者の介護支援専門員証の有効期間については、原則として、主任更新研修修了証明書に

記載の主任の有効期間に置き換え、証と主任の両方の有効期間を揃えます（ただし、現に有する介

護支援専門員証と主任の有効期間を揃えないことも可能です）。 

 

 

１６．その他の留意点 

（１）虚偽による申込みをした場合、受講及び修了は認められません。 

（２）大雨・台風・大雪等で研修が延期になる場合は、研修前日の17時までに当会ホームページでお

知らせします（個別に連絡はしません）。 

（３）申込みをキャンセルする場合には、必ず連絡してください。 

（４）研修の受講日は、部分変更が可能です。受講決定通知の際に「受講日変更願」を同封いたしま

すので、決められた期日までに、提出をお願いします。 

 
 

１７．個人情報の取り扱いについて 

  個人情報については、研修の事務連絡および受講管理、広島県への受講履歴報告等、本研修の適正

かつ円滑な実施目的のみに利用いたします。 

 
 

１８．問合せ先 一般社団法人広島県介護支援専門員協会  

   住所：広島県広島市南区皆実町一丁目６－２９ 広島県健康福祉センター ７階 

   ＴＥＬ：０８２－５５５－１４５０（月曜日～金曜日 午前８時４５分から午後５時３０分） 

   ＦＡＸ：０８２－２５０－８１３３ 

   メールアドレス：kensyu-c@hcma.or.jp  

   ＨＰ：http://www.hcma.or.jp/ 
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（別紙１） 

① 日程表 ※全体講義（11/1・12/12）については、全員受講していただきますので、必ず出席してください。 
 

講義／演習 科目・コース・日時・会場 

講    義 介護保険制度及び地域包括ケアシステムの動向 

※全体講義 

１１/１(金) 
（大規模１日目） 

科目 介護保険制度及び地域包括ケアシステムの動向 

ＡＢＣ 

（共通） 

令和元年１１月 １日（金）１０：００～１５：２５ 

広島市南区民文化センター ２階 ホール 

科目 主任介護支援専門員としての実践の振り返りと指導及び支援の実践 ①・②・③ 

ＡＢＣ

（共通） 

令和元年１１月 １日（金）１５：４０～１７：１５ 

広島市南区民文化センター ２階 ホール 

講義及び演習 主任介護支援専門員としての実践の振り返りと指導及び支援の実践 （７類型の事例演習） 

７類型① 

【多 様 な 

サービス】 

科目 状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービス、施設サービス等）の活用に関する事例 

Ａ 令和元年１１月 ６日（水）１０：００～１６：３０ 広島県健康福祉センター

８階 大研修室Ｂ 令和元年１１月 ７日（木）１０：００～１６：３０ 

Ｃ 令和元年１１月１３日（水）１０：００～１６：３０ 福山商工会議所 １階 １０１会議室

７類型② 

【社会資源】 

科目 社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例 

Ａ 令和元年１１月１９日（火）１０：００～１６：３０ 広島県健康福祉センター

８階 大研修室
Ｂ 令和元年１１月２２日（金）１０：００～１６：３０ 

Ｃ 令和元年１１月２５日（月）１０：００～１６：３０ 福山市生涯学習プラザ ４階 大会議室

７類型③ 

【医療連携】 

科目 入退院時等における医療との連携に関する事例 

Ａ 令和元年１２月 ３日（火）１０：００～１６：３０ 
広島県健康福祉センター

８階 大研修室Ｂ 令和元年１２月 ４日（水）１０：００～１６：３０ 

Ｃ 令和元年１２月 ６日（金）１０：００～１６：３０ 福山商工会議所 １階 １０１会議室

※全体講義 

１２/１２(木) 
（大規模２日目） 

科目 主任介護支援専門員としての実践の振り返りと指導及び支援の実践 ④・⑤・⑥・⑦ 

ＡＢＣ

（共通） 

令和元年１２月１２日（木）１３：３０～１６：２０ 

広島市南区民文化センター ２階 ホール 

７類型④ 

【リハビリ】 

科目 リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する事例 

Ａ 令和元年１２月１８日（水）１０：００～１６：３０ 広島県健康福祉センター

８階 大研修室Ｂ 令和元年１２月１９日（木）１０：００～１６：３０ 

Ｃ 令和元年１２月２０日（金）１０：００～１６：３０ 福山市生涯学習プラザ ４階 大会議室

７類型⑤ 

【認知症】 

科目 認知症に関する事例 

Ａ 令和元年１２月２５日（水）１０：００～１６：３０ 広島県健康福祉センター

８階 大研修室Ｂ 令和元年１２月２６日（木）１０：００～１６：３０ 

Ｃ 令和２年 １月１０日（金）１０：００～１６：３０ 福山商工会議所 １階 １０１会議室

７類型⑥ 

【看取り】 

科目 看取り等における看護サービスの活用に関する事例 

Ａ 令和２年 １月１４日（火）１０：００～１６：３０ 
広島県健康福祉センター

８階 大研修室Ｂ 令和２年 １月１５日（水）１０：００～１６：３０ 

Ｃ 令和２年 １月２２日（水）１０：００～１６：３０ 福山商工会議所 １階 １０１会議室

７類型⑦ 

【家族支援】 

科目 家族への支援の視点が必要な事例 

Ａ 令和２年 １月２７日（月）１０：００～１６：３０ 広島県健康福祉センター

８階 大研修室Ｂ 令和２年 １月２９日（水）１０：００～１６：３０ 

Ｃ 令和２年 １月３０日（木）１０：００～１６：３０ 福山商工会議所 １階 １０１会議室
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②主任介護支援専門員更新研修カリキュラム（＊厚生労働省の実施要綱に基づく） 

 

科目 目的 内容 時間数

○介護保険制度及び地

域包括ケアシステムの

動向 

介護保険制度の最新の動

向を踏まえ、地域包括ケア

システムの構築に向けた

現状の取組と課題を理解

し、主任介護支援専門員と

して果たすべき役割を再

認識する。 

・介護保険制度の最新の動向や地域包括ケア

システムの構築に向けた取組や課題、地域包

括ケアシステムの構築における介護支援専門

員及び主任介護支援専門員の役割について講

義を行う。 

・利用者やその家族を支援する上で関連する

最新の制度、動向及び社会資源の活用並びに

関係機関等との連携やネットワーク構築に関

する講義を行う。 

・介護保険制度並びに介護支援専門員を取り

巻く状況など現状で課題となっている事項を

踏まえた、介護支援専門員に対する指導、支

援に関する講義を行う。 

 

講義 

4 時間

○主任介護支援専門員

としての実践の振り返

りと指導及び支援の実

践 

 

・状態に応じた多様なサ

ービス（地域密着型サー

ビス、施設サービス等）

の活用に関する事例 

状態に応じた多様なサー

ビス（地域密着型サービ

ス、施設サービス等）の活

用に関する事例を用いて

主任介護支援専門員とし

ての実践の振り返りを行

うことにより、多様なサー

ビスの活用に係る実践上

の課題や不足している視

点を認識し分析する手法

を深める。 

また、分析結果を踏まえた

資質向上に必要な取組と

実践における改善策を講

じることができる知識・技

術を修得する。 

・各自が担当している地域密着型サービス等

の多様なサービスを活用している主任介護支

援専門員としての実践事例について振り返

り、意見交換等を通じて、課題や不足してい

る視点を認識し分析する。分析に必要な根拠

を明確にすることにより改善策を講じ、資質

向上に向けた介護支援専門員に対する指導及

び支援を実践することができる知識・技能を

修得する。 

・状態に応じて多様なサービスを活用するに

当たり重要となる関係機関や介護サービス事

業者との連携方法等ネットワークづくりの実

践について、課題や不足している視点を認識

し分析する手法及び改善指導に関する講義を

行う。 

・状態に応じて多様なサービスを活用するに

当たり、効果的なものとなるようインフォー

マルサービスも含めた地域の社会資源を活用

したケアマネジメントの実践において、社会

資源の開発など地域づくりの視点を含め、課

題や不足している視点を認識し分析する手法

及び改善指導に関する講義を行う。 

 

講義及

び演習

6 時間

○主任介護支援専門員

としての実践の振り返

りと指導及び支援の実

践 

 

・社会資源の活用に向け

た関係機関との連携に

関する事例 

社会資源の活用に向けた

関係機関との連携に関す

る事例を用いて主任介護

支援専門員としての実践

の振り返りを行うことに

より、利用者が活用するこ

とができる制度に関する

知識及び関係機関等との

連携に係る実践上の課題

や不足している視点等を

認識し分析する手法を深

める。 

また、分析結果を踏まえた

資質向上に必要な取組と

実践における改善策を講

・各自が担当している他の制度（生活保護制

度、成年後見制度等）を活用している主任介

護支援専門員としての実践事例について振り

返り、意見交換等を通じて、課題や不足して

いる視点を認識し分析する。分析に必要な根

拠を明確にすることにより改善策を講じ、資

質向上に向けた介護支援専門員に対する指導

及び支援を実践することができる知識・技能

を修得する。 

・他の制度を活用するに当たり重要となる関

係機関や多職種との連携方法等ネットワーク

づくりの実践について、課題や不足している

視点を認識し分析する手法及び改善指導に関

する講義を行う。 

・他の制度を活用するに当たり、効果的なも

講義及

び演習

6 時間
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じることができる知識・技

術を修得する。 

のとなるようインフォーマルサービスも含め

た地域の社会資源を活用したケアマネジメン

トの実践において、社会資源の開発など地域

づくりの視点を含め、課題や不足している視

点を認識し分析する手法及び改善指導に関す

る講義を行う。 

 

○主任介護支援専門員

としての実践の振り返

りと指導及び支援の実

践 

 

・入退院時等における医

療との連携に関する事

例 

入退院時等における医療

との連携に関する事例を

用いて主任介護支援専門

員としての実践の振り返

りを行うことにより、医療

との連携に関する実践上

の課題や不足している視

点を認識し分析する手法

を深める。 

また、分析結果を踏まえた

資質向上に必要な取組と

実践における改善策を講

じることができる知識・技

術を修得する。 

・各自が担当している入退院時等における医

療との連携に関する主任介護支援専門員とし

ての実践事例について振り返り、意見交換等

を通じて、課題や不足している視点を認識し

分析する。分析に必要な根拠を明確にするこ

とにより改善策を講じ、資質向上に向けた介

護支援専門員に対する指導及び支援を実践す

ることができる知識・技能を修得する。 

・入退院時等において重要となる医療職をは

じめとする多職種との連携方法等ネットワー

クづくりの実践について、課題や不足してい

る視点を認識し分析する手法及び改善指導に

関する講義を行う。 

・入退院時における支援を検討するに当たり、

効果的なものになるようインフォーマルサー

ビスも含めた地域の社会資源を活用したケア

マネジメントの実践において、社会資源の開

発など地域づくりの視点を含め、課題や不足

している視点を認識し分析する手法及び改善

指導に関する講義を行う。 

 

講義及

び演習

6 時間

○主任介護支援専門員

としての実践の振り返

りと指導及び支援の実

践 

 

・リハビリテーション及

び福祉用具の活用に関

する事例 

リハビリテーションや福

祉用具等の活用事例を用

いて主任介護支援専門員

としての実践の振り返り

を行うことにより、リハビ

リテーションや福祉用具

等の活用に係る実践上の

課題や不足している視点

を認識し分析する手法を

深める。 

また、分析結果を踏まえた

資質向上に必要な取組と

実践における改善策を講

じることができる知識・技

術を修得する。 

・各自が担当しているリハビリテーションや

福祉用具等の活用に関する主任介護支援専門

員としての実践事例について振り返り、意見

交換等を通じて、課題や不足している視点を

認識し分析する。分析に必要な根拠を明確に

することにより改善策を講じ、資質向上に向

けた介護支援専門員に対する指導及び支援を

実践することができる知識・技術を修得する。

・リハビリテーションや福祉用具等の活用を

するに当たって重要となる医師やリハビリテ

ーション専門職等との連携方法等ネットワー

クづくりの実践について、課題や不足してい

る視点を認識し分析する手法及び改善指導に

関する講義を行う。 

・リハビリテーションや福祉用具等の活用を

検討するに当たり、効果的なものとなるよう

インフォーマルサービスも含めた地域の社会

資源を活用したケアマネジメントの実践にお

いて、社会資源の開発など地域づくりの視点

を含め、課題や不足している視点を認識し分

析する手法及び改善指導に関する講義を行

う。 

 

講義及

び演習

6 時間

○主任介護支援専門員

としての実践の振り返

りと指導及び支援の実

践 

 

・認知症に関する事例 

認知症に関する事例を用

いて主任介護支援専門員

としての実践の振り返り

を行うことにより、認知症

の要介護者等に関する実

践上の課題や不足してい

る視点を認識し分析する

・各自が担当している認知症ケースに関する

主任介護支援専門員としての実践事例につい

て振り返り、意見交換等を通じて、課題や不

足している視点を認識し分析する。分析に必

要な根拠を明確にすることにより改善策を講

じ、資質向上に向けた介護支援専門員に対す

る指導及び支援を実践することができる知

講義及

び演習

6 時間
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手法を深める。 

また、分析結果を踏まえた

資質向上に必要な取組と

実践における改善策を講

じることができる知識・技

術を修得する。 

識・技能を修得する。 

・認知症の要介護者等及び家族を支援するに

当たり重要となる医療職をはじめとする多職

種や地域住民との連携方法等ネットワークづ

くりの実践について、課題や不足している視

点を認識し分析する手法及び改善指導に関す

る講義を行う。 

・認知症である要介護者等の支援方法を検討

するに当たり、効果的なものとなるようイン

フォーマルサービスも含めた地域の社会資源

を活用したケアマネジメントの実践におい

て、社会資源の開発など地域づくりの視点を

含め、課題や不足している視点を認識し分析

する手法及び改善指導に関する講義を行う。

 

○主任介護支援専門員

としての実践の振り返

りと指導及び支援の実

践 

 

・看取り等における看護

サービスの活用に関す

る事例 

看護サービスの活用が必

要な事例を用いて主任介

護支援専門員としての実

践の振り返りを行うこと

により、看護サービスの活

用に係る実践上の課題や

不足している視点を認識

し分析する手法を深める。

また、分析結果を踏まえた

資質向上に必要な取組と

実践における改善策を講

じることができる知識・技

術を修得する。 

・各自が担当している看護サービスの活用に

関する主任介護支援専門員としての実践事例

について振り返り、意見交換等を通じて、課

題や不足している視点を認識し分析する。分

析に必要な根拠を明確にすることにより改善

策を講じ、資質向上に向けた介護支援専門員

に対する指導及び支援を実践することができ

る知識・技能を修得する。 

・看取り等を含む看護サービスを活用するに

当たって重要となる医師や看護師等との連携

方法等ネットワークづくりの実践について、

課題や不足している視点を認識し分析する手

法及び改善指導に関する講義を行う。 

・看取り等を含む看護サービスの活用を検討

するに当たり、効果的なものとなるようイン

フォーマルサービスも含めた地域の社会資源

を活用したケアマネジメントの実践におい

て、社会資源の開発など地域づくりの視点を

含め、課題や不足している視点を認識し分析

する手法及び改善指導に関する講義を行う。

 

講義及

び演習

6 時間

○主任介護支援専門員

としての実践の振り返

りと指導及び支援の実

践 

 

・家族への支援の 

視点が必要な事例 

家族への支援の視点が特

に必要な事例を用いて主

任介護支援専門員として

の実践の振り返りを行う

ことにより、家族への支援

の視点も踏まえた実践上

の課題や不足している視

点等を認識し分析する手

法を深める。 

また、分析結果を踏まえた

資質向上に必要な取組と

実践における改善策を講

じることができる知識・技

術を修得する。 

・各自が担当している家族支援が特に必要な

ケースに関する主任介護支援専門員としての

実践事例について振り返り、意見交換等を通

じて、課題や不足している視点を認識し分析

する。分析に必要な根拠を明確にすることに

より改善策を講じ、資質向上に向けた介護支

援専門員に対する指導及び支援を実践するこ

とができる知識・技能を修得する。 

・家族に対する支援に当たり重要となる関係

機関や地域住民をはじめとする多職種との連

携方法等ネットワークづくりの実践につい

て、課題や不足している視点を認識し分析す

る手法及び改善指導に関する講義を行う。 

・家族支援が必要なケースを検討するに当た

り、インフォーマルサービスも含めた地域の

社会資源を活用したケアマネジメントの実践

において、社会資源の開発など地域づくりの

視点を含め、課題や不足している視点を認識

し分析する手法及び改善指導に関する講義を

行う。 

 

講義及

び演習

6 時間
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③主任介護支援専門員更新研修に係るＱ＆Ａ 
 

Ｑ１ 

要件①の「講師・ファシリテーター」

には，実務研修における「ケアマネ

ジメントの基礎技術に係る実習」で

実習指導者として従事した場合も

含まれますか。 

A１ 含まれません。 

Ｑ２ 

要件②について，研修等に「年４回

以上」参加するのは，有効期限内

の毎年度か，いずれかの１年度で

良いのですか。 

A２ 

更新制度創設の目的である質の向上という観点からは，毎

年度４回以上の参加が望ましいですが，家庭・職場・自身の

事情等により４回以上の参加が難しい年度もあると考えられ

ることから，「いずれかの１年度で４回以上」とします。 

Ｑ３ 

要件②について，例えば「ある年

度に２回，次の年度に２回」など，

有効期間内であれば４回の研修を

年度をまたいで受講しても，更新

要件を満たしますか。 

A３ 

要件②の「年４回以上」とは，ある１年度（4/1～翌 3/31）の間

に４回以上を受講することが必要です。年度をまたいで受講

した研修の合算はできません。 

今年度の要件②については，２７ページをご確認ください。 

Ｑ４ 

要件②について，県外の実施主体

が実施した研修を受講した場合は

実績としてカウントできますか。 

A４ 

日本介護支援専門員協会や，中国地方各県の介護支援専

門員協会が実施した研修のうち，広島県介護支援専門員協

会が適当と認めた研修については，年４回のうち２回までカ

ウントできます。 

Ｑ５ 

要件①②について，市町や地域包

括支援センターが単独で開催した

研修は対象外ですか。 

A５ 

市町や地域包括支援センターが開催する研修であっても，特

に主任介護支援専門員の更新に資する研修であって，広島

県介護支援専門員協会が適当と認めたものについては，対

象となります。申請方法等については，直接，同協会へお問

合せください。 

Ｑ６ 

要件①②について，要件を満たし

た年度と更新研修受講年度は同

一でなければなりませんか。 

A６ 

「いずれかの１年度」は更新研修受講年度と同じでなくても良

いです。（例：平成 28 年度に要件を満たし，令和元年度に更

新研修受講も可） 

Ｑ７ 

要件①②について，平成 27 年度

以前に経験したものも実績としてカ

ウントできますか。 

A７ 

カウントできません。平成 28 年度以降であって，主任介護支

援専門員の有効期限内に，広島県介護支援専門員協会が

適当と認めた研修等へ参加した場合のみカウントできます。 

Ｑ８ 
要件②について，該当する研修は

どこで公表されていますか。 
A８ 

次のホームページで公表する。情報は適宜，更新する予定

です。 

・広島県ホームページ「主任介護支援専門員更新研修の受

講要件を満たす法定外の研修等の一覧」 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kaigosiennsennmonninn

/list215-1109.html 

・広島県介護支援専門員協会ホームページケアマネの輪

「【研修】 主任介護支援専門員更新研修の受講要件を満た

す法定外の研修等の一覧」 

http://www.hcma.or.jp/kensyu/2019/08/000365.html 

Ｑ９ 

要件③について，平成 27 年度以

前に参加した大会等も含まれます

か。 

A９ 
含まれません。平成 28 年度以降であって，主任介護支援専

門員の有効期限内に参加したもののみが対象です。 

Ｑ１０ 
要件⑤について，県知事が適当と

認める者はどのような者ですか。 
A１０ 県知事の認定を受けたケアマネマイスター広島とします。 
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令和元年度広島県主任介護支援専門員更新研修 受講申込書  

一般社団法人広島県介護支援専門員協会 御中 

令和元年   月   日 

標記研修について、次のとおり受講させたいので申込みます。 

【所属長の情報】 （※管理者・施設長・理事長等、研修の申込みにあたっての責任者を記載） 

所 属 名 称  

所 属 長 役 職  所 属 長 氏 名  

【受講希望者の情報】※記載いただいた内容で修了証明書を作成いたします。 

フ リ ガ ナ  
介護支援専門員登録番号 

（８桁） 
希望コース（第１～２希望まで記入） 

氏  名   

Ａ（広島）：第（ ）希望 

Ｂ（広島）：第（ ）希望 

Ｃ（福山）：第（ ）希望 

生 年 月 日 西 暦    年   月   日 生 性 別 男 ・ 女 

事 業 所 名  
事業所番号 

（10桁） 
 

受 講 決 定 

送付先住所 

〒   － 

 

Ｔ Ｅ Ｌ  

Ｆ Ａ Ｘ  

基 礎 資 格  
主任介護 

支援専門員
現任 ・ 非現任 弁当注文 

希望する ・ 希望しない 

※当日の注文をもって確定です 

【 提出書類一覧 】 ＊該当する受講要件に応じて、必要な書類を揃えて提出ください。 

チェック☑ 添付内容（全員必須） 備考欄 ※当会記入

□ 必須 （１）受講申込書（本紙） 様式１  

□ 必須 （２）介護支援専門員証の写し 様式１の枠内へ貼付  

□ 必須 （３）主任介護支援専門員研修修了証明書の写し 平成24～27年度修了者  

□ 必須 （４）事前提出課題（レポート）A4／2,200字～2,400字以内 様式２・データ提出  

受講要件（該当に○印） （５）受講要件別提出書類（添付内容） 備考欄 ※当会記入

 受講要件① 講師等実績申告書 様式３・必要書類を添付  

 受講要件② 研修受講申告書 様式４・必要書類を添付  

 受講要件③ 研究発表申告書 様式５・必要書類を添付  

 受講要件④ 認定ケアマネジャーを証する書類の写し 必要書類を添付  

 受講要件⑤ ケアマネマイスター広島の認定証の写し 必要書類を添付  

※介護支援専門員証の写し（次の点線枠内に介護支援専門員証の写し（コピー）を貼付のこと） 

 

                                         

                       

 

 会員区分：正 ・ 賛助 ・ 一般 

     ※該当に○印 

会員番号： 

               

     ※不明な場合は空欄可 

受 付 番 号： 

※当会記入欄  

様式１
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＊様式をＨＰからダウンロードし、Wordで作成してください。 

＊データ（Word ファイル形式）での提出となります。次のメールアドレスに課題レポートを添付の上、

９月２０日（金）までに提出してください。その際、分かりやすいように、件名に「主任ケアマネ更

新研修レポート：〇〇〇〇（氏名）」と記載してください。メールアドレス：kensyu-c@hcma.or.jp 

↑（真ん中半角ハイフン） 

＊文字を数える際は、自身が記入した部分のみを数え、2,200 字～2,400 字以内に必ず収めてください 

（文字数が足りない、超えている場合は再提出を求めます）。 

受講申込者 

フリガナ 

氏  名
 

所属名称  

連絡先 ＴＥＬ： 

文 字 数   文字 受付番号（当会記入） NO. 

課 題 内 容 
テーマ「看取り期における主任介護支援専門員の役割と機能」について、あなたの考

えを以下に 2,200 字～2,400 字以内で述べてください。 

 

様式２ 
 課題レポート 
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様式３ 

 講師等実績申告書  
令和元年  月  日 

 
一般社団法人広島県介護支援専門員協会 御中 
 
氏名： 
介護支援専門員証の登録番号： 
 
 主任介護支援専門員更新研修の申込みにあたり、受講要件①介護支援専門員に係る研修の企画、講師

やファシリテーターの経験の実績について、次のとおり申告します。 
 
１．介護支援専門員に係る研修の企画、講師・ファシリテーターの経験に関して 

区 分

（該当すべてに 
  チェックする） 

 □ 企画 
 □ 講師 
 □ ファシリテーター 

研 修 名  

研 修 実 施 機 関 名  

担 当 し た 科 目 名  

研 修 年 月 日  

※令和元年度については、平成２８年度から令和元年１０月３１日の実績を有効とします。 
 

＜上記申告内容について虚偽が発覚した場合には、研修の受講・修了は認められません＞ 
 
２．添付書類について（以下、２点いずれも） 
 ①研修実施機関の証明書（講師依頼書等、出講の事実が分かる書類）の写し 
 ②開催要綱（研修の内容が確認できるもの）の写し 
（※①・②共に当会が実施した研修分については添付不要） 
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様式４ 

 研修受講申告書  
令和元年  月  日 

 
一般社団法人広島県介護支援専門員協会 御中 
 
氏名： 
介護支援専門員証の登録番号： 
 
 主任介護支援専門員更新研修の申込みにあたり、受講要件②法定外の研修に参加した実績について、

次のとおり申告します。 
 
１．研修受講実績について 
 ※番号欄には、別添「主任介護支援専門員更新研修の受講要件を満たす研修一覧」の「番号」欄に記

載の数字を記入。ただし、県外の研修、今後の研修は空欄可。 
番号※ 受講年度 研修名 研修実施機関名 研修年月日 修了・修了見込み

 
 
 

 
 

 
 

 
 

修 了・ 

修了見込み 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

修 了・ 

修了見込み 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

修 了・ 

修了見込み 

 
 
 

 
 

 
 
 

修 了・ 

修了見込み 

※研修受講実績については、直近のものを記載 ※修了見込みの研修も記載。 
今後も随時、研修は追加されます（決まり次第、当会のホームページに掲載）。 
修了見込みは、研修初日の前日（今年度であれば令和元年１０月３１日）までに修了が必要です。 
４回以上受講した時点で、研修初日までに必要書類を添付のうえ、再度、提出ください。 

※県外（鳥取県介護支援専門員連絡協議会、島根県介護支援専門員協会、岡山県介護支援専門員協会、

山口県介護支援専門員協会が主催の要件を満たす研修）については、「年４回以上の参加」のうち

２回までカウントできます。 
＜上記申告内容について虚偽が発覚した場合には、研修の受講・修了は認められません＞ 

 
２．添付書類について 
 ＊修了証明書等の写し（発行されていない研修のみ添付不要）または生涯学習手帳（当会発行）の写

し（該当ページのみで可）。ただし、添付ができない・紛失の場合には、研修カリキュラム（研修

の内容が確認できるもの）や資料の写しを添付してください。 
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18 

様式５ 

 研究発表申告書  
令和元年  月  日 

 
一般社団法人広島県介護支援専門員協会 御中 
 
氏名： 
介護支援専門員証の登録番号： 
 
 主任介護支援専門員更新研修の申込みにあたり、受講要件③日本ケアマネジメント学会が開催する研

究大会等においての演題発表等の実績について、次のとおり申告します。 
 
１．研究大会等においての演題発表等の実績について 

区 分

（該当すべてに 
  チェックする） 

 □ 発表者 
 □ 共同研究者等 

（発表演題の抄録に氏名が記載されている場合に限ります） 

研 究 大 会 名  

大 会 実 施 機 関 名  

発 表 し た 演 題 名  

大 会 年 月 日  

※令和元年度については、平成２８年度から令和元年１０月３１日の実績を有効とします。 
 
＜上記申告内容について虚偽が発覚した場合には、研修の受講・修了は認められません＞ 
 

２．添付書類について（以下、２点いずれも） 
 ①大会プログラムの写し（発表した分科会等が記載されたもの） 
 ②発表抄録の写し（申告者の氏名が記載されたもの） 
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別
添
　
「
平

成
２
８
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満

た
す
研

修
一

覧
」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

1
平

成
2
8
年

度
第

1
回

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
オ
ー
プ
ン
）
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
4
/
2
4
（
日
）

2
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
研

修
会

広
島
県
地
域
包

括
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

2
0
1
6
/
5
/
1
9
（
木
）

3
「
事

例
研

究
及

び
事

例
指

導
法

」
（
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
向

け
）
【
入

門
編

】
福

山
会

場
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
5
/
3
0
（
月
）

4
「
事

例
研

究
及

び
事

例
指

導
法

」
（
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
向

け
）
【
入

門
編

】
広

島
会

場
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
5
/
3
1
（
火
）

5
「
事

例
研

究
及

び
事

例
指

導
法

」
（
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
向

け
）
【
実

践
編

】
広

島
会

場
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
6
/
0
6
（
月
）

6
「
事

例
研

究
及

び
事

例
指

導
法

」
（
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
向

け
）
【
実

践
編

】
福

山
会

場
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
0
6
/
0
7
（
火
）

7
平
成
2
8
年
度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
）
研

修
　
※

全
5
日

間
参

加
で
き
た
方

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
6
/
1
1
（
土
）
・
7
/
3
0
（
土
）
・
8
/
2
0
（
土
）
・

9
/
2
7
（
火
）
・
1
0
/
2
2
（
土
）

8
「
地

域
連

携
室

か
ら
み

た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の

連
携

と
留

意
点

」
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
6
/
1
1
（
土
）

9
「
精

神
科

医
療

と
介

護
と
の

連
携

を
支

え
る
知

識
と
技

術
」
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
8
/
1
9
（
金
）

1
0

「
ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル

を
活

用
し
た
地

域
包

括
ケ
ア
の

構
築

」
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
9
/
0
9
（
金
）

1
1

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
『
地

域
』
を
と
ら
え
る
視

点
と
方

法
」
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
9
/
2
4
（
土
）

1
2

「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

住
民

活
動

の
活

用
と
創

出
の

方
法

」
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
1
0
/
0
1
（
土
）

1
3

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

ケ
ア
マ
ネ
支

援
と
ス
ー
パ

ー
ピ
ジ
ョ
ン
～

広
島

市
西

区
ブ
ロ
ッ
ク
（
西

区
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
勉

強
会

）
2
0
1
6
/
5
/
0
7
（
土
）

1
4

平
成

2
8
年

度
主

任
介

護
支

援
専

門
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
整
理
の
手
法
と
地
域
ケ
ア
会
議
」

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
7
/
1
2
（
火
）

1
5

平
成

2
8
年

度
第

1
回

ケ
ア
プ
ラ
ン
点

検
研

修
広

島
県

2
0
1
6
/
6
/
2
1
（
火

）

1
6

福
山
地
区
ケ
ア
マ
ネ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
～
更
新
研
修
創
設
で
求
め
ら
れ
る
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
と
機
能
～

福
山
ブ
ロ
ッ
ク
会
（
福
山
地
区
ケ
ア
マ
ネ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
）

2
0
1
6
/
6
/
2
8
（
火
）

1
7

佐
伯
区
主
任
介
護
支
援
専
門
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
～
効
果
的
な
イ
ン
テ
ー
ク
面
接
に
つ
い
て
（
実
践
編
）
～

広
島

市
佐

伯
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
8
/
0
5
（
金

）

1
8

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
①

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
7
/
1
9
（
火
）

1
9

地
域

ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
と
社

会
資

源
の

開
発

学
習

会
広

島
市

南
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
7
/
2
5
（
月

）

2
0

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
②

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
7
/
2
6
（
火
）

2
1

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
指

導
者

）
と
し
て
習

得
す
べ

き
知

識
・
技

術
・
役

割
等

を
学

ぶ
～

指
導

的
立

場
に
立

つ
主

任
介

護
支

援
専

門
員

と
し
て
指

導
・
助

言
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
～
①

府
中

町
ブ
ロ
ッ
ク
（
府

中
町

域
介

護
サ

ー
ビ
ス
事

業
者

連
絡

協
議

会
）

2
0
1
6
/
8
/
1
0
（
水
）

2
2

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
指

導
者

）
と
し
て
習

得
す
べ

き
知

識
・
技

術
・
役

割
等

を
学

ぶ
～

指
導

的
立

場
に
立

つ
主

任
介

護
支

援
専

門
員

と
し
て
指

導
・
助

言
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
～
②

府
中

町
ブ
ロ
ッ
ク
（
府

中
町

域
介

護
サ

ー
ビ
ス
事

業
者

連
絡

協
議

会
）

2
0
1
6
/
9
/
2
7
（
火
）

2
3

緩
和

ケ
ア
　
専

門
研

修
広

島
県

緩
和

ケ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー

2
0
1
6
/
9
/
0
6
（
火

）

2
4

緩
和

ケ
ア
　
専

門
研

修
広

島
県

緩
和

ケ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー

2
0
1
6
/
9
/
1
6
（
金

）

2
5

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例
研

修
会

～
生

活
支

援
サ

ー
ビ
ス
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

府
中
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
府
中
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
）

2
0
1
6
/
8
/
3
1
（
水
）

2
6

地
域
包
括
ケ
ア
・
介
護
支
援
専

門
員
研
修
～
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
～

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
8
/
2
5
（
木

）

2
7

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
③

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
9
/
0
6
（
火
）

2
8

平
成

2
8
年

度
　
第

2
回

　
大

竹
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

研
修

会
～

事
例

検
討

会
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク
（
大

竹
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
9
/
1
5
（
木
）

2
9

平
成

2
8
年

度
第

1
回
主
任
介
護
支
援
専
門
員
部
会
主
催
研
修
会
～
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
用

い
て
の

事
例

提
供

者
に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

～
三

原
市

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
9
/
2
0
（
火

）

3
0

佐
伯

区
主
任

介
護

支
援

専
門

員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研

修
会

～
困

難
事

例
の

特
徴

と
そ
の

対
処

法
～

広
島

市
佐

伯
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
1
0
/
0
5
（
水

）

3
1

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

主
任

介
護

支
援

専
門

員
が
、
地
域
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
育
て
る
た
め
に
必
要
な
事
～

広
島

市
西

区
ブ
ロ
ッ
ク
（
西

区
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
勉

強
会

）
2
0
1
6
/
1
0
/
1
4
（
金
）

3
2

主
任
介
護
支
援
専
門
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
～
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
「
地
域
」
を
観
る
視
点
に
つ
い
て
（
事
例
を
通
し
て
考

え
る
）

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
1
0
/
1
7
（
月
）
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別
添
　
「
平

成
２
８
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満

た
す
研

修
一

覧
」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

3
3

府
中

地
区

介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
定
例
研
修

会
～

主
任

介
護

支
援

専
門

員
の

求
め
ら
れ

る
機

能
と
役

割
～

府
中

地
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
1
0
/
1
8
（
火

）

3
4

主
任

ケ
ア
マ
ネ
部

会
研

修
～

指
導

の
た
め
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
の

再
確

認
～

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
1
0
/
2
5
（
火

）

3
5

管
理

者
・
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
た
め
の

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
の

運
営

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

育
成

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
6
/
1
0
/
2
7
（
木
）

3
6

平
成

2
8
年

度
　
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成
研

修
（
福

山
会

場
）

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
1
0
/
0
6
（
木
）

3
7

平
成

2
8
年

度
　
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成
研

修
（
広

島
会

場
）

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
1
0
/
1
4
（
金
）

3
8

西
南

部
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
　
第
2
回
大
規
模
研

修
会

～
利

用
者

中
心

の
支

援
と
地

域
ケ
ア
会

議
に
つ
い
て
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
6
/
1
1
/
1
8
（
金
）

3
9

介
護

支
援

専
門
員
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
～

地
域
包
括
ケ
ア
を
見
据
え
て
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
～

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
1
1
/
2
8
（
月
）

4
0

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例

研
修

会
～

地
域

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

役
割

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の

連
携

の
留

意
点

～
府
中
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
府
中
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
）

2
0
1
6
/
1
1
/
2
4
（
木
）

4
1

平
成

2
8
年

度
　
第

4
回

　
大

竹
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

研
修

会
～

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク
（
大

竹
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
1
1
/
1
7
（
木
）

4
2

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
④

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
1
2
/
1
3
（
火
）

4
3

平
成
2
8
年
度
　
第
1
回
　
中
区
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
～
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
お
こ
な
う
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
～

広
島
市
中
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
広
島
市
中
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
会
）

2
0
1
7
/
2
/
0
7
（
火
）

4
4

介
護
支
援
専
門

員
指
導
者
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
～
専
門
研
修
に
お
け
る
事
例
研
究
の
進
め
方
～

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
1
2
/
1
0
（
土
）

4
5

介
護
支
援
専
門

員
指
導
者
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
～
専
門
研
修
に
お
け
る
事
例
研
究
の
進
め
方
～

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
1
2
/
1
1
（
日
）

4
6

平
成

2
8
年

度
　
実

務
研

修
指

導
者

養
成

研
修

～
新
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
講
義
・
演
習
の
進
め
方
～

一
般
社
団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
6
/
1
2
/
1
0
（
土
）

4
7

平
成

2
8
年

度
　
実

務
研

修
指

導
者

養
成

研
修

～
新
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
講
義
・
演
習
の
進
め
方
～

一
般
社
団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
6
/
1
2
/
1
1
（
日
）

4
8

主
任
介
護
支
援

専
門
員
・
介
護
支
援
専
門
員
研
修
～
各
疾
病
の
概
要
と
、
そ
の
症
状
を
理
解
し
、
関
係
職
種
と
連
携
し
よ
う
～

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
/
2
3
（
月
）

4
9

平
成
2
8
年
度
　
第
2
回
　
実
務
研
修
指
導
者
養
成
研

修
～

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
講

義
・
演

習
の

進
め
方

～
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
1
/
2
1
（
土
）

5
0

地
域

ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
と
社

会
資

源
の

開
発

学
習

会
～

事
例

検
討

会
か

ら
の

一
考

察
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
2
/
0
9
（
木

）

5
1

府
中

地
区
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

協
議

会
定
例

研
修

会
～

看
取

り
に
つ
い
て
～

府
中
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
府
中
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
）

2
0
1
7
/
1
/
3
0
（
月
）

5
2

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求

め
ら
れ

る
「
地

域
支

援
」
と
は

？
～

地
域

を
と
ら
え
る
視

点
と
方

法
～

三
原

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
2
/
1
4
（
火

）

5
3

広
島
市
佐
伯
区
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
～
主
任
介
護

支
援
専
門
員
と
し
て
「
地
域
」
を
と
ら
え
る
視
点
と
方
法
～

広
島

市
佐

伯
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
1
5
（
水

）

5
4

質
の

高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
に
関

す
る
研

修
～

チ
ー
ム
の

連
携

力
を
高

め
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

知
識

と
ス
キ
ル

　
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
2
4
（
金

）

5
5

ケ
ア
マ
ネ
業

務
向

上
研

修
会

～
実

務
研

修
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
実
習
指
導
者
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
2
/
0
6
（
月

）

5
6

主
任

介
護

支
援
専

門
員

・
介

護
支

援
専

門
員

研
修

～
ＩＣ

Ｆ
の

視
点
に
基
づ
い
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
立
案
の
仕
方
、
考
え
方
に
つ
い
て
～

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
2
7
（
月
）

5
7

平
成

2
8
年

度
第

3
回

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
3
/
0
7
（
火
）

5
8

平
成

2
8
年

度
第

3
回

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
3
/
1
1
（
土
）

5
9

主
任

ケ
ア
マ
ネ
部

会
研

修
～

介
護

支
援

専
門
員

実
務

研
修

実
習

生
指

導
の

再
確

認
～

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
0
7
（
火

）

6
0

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
⑤

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
7
/
3
/
2
1
（
火
）

20



別
添
　
「
平

成
２
９
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満

た
す
研

修
一

覧
」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

1
平

成
2
9
年

度
主

任
介

護
支

援
専

門
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
オ
ー
プ
ン
）
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
4
/
2
2
（
土
）

2
福
山
ブ
ロ
ッ
ク
会

　
福

山
地

区
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
会

　
合

同
研

修
会

～
『
目

標
設

定
で
良

く
な
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
』
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
7
/
4
/
2
5
（
火
）

3
佐

伯
区

主
任

介
護

支
援

専
門

員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研

修
会

～
事

例
検

討
会

の
必

要
性

と
進

め
方

～
広

島
市

佐
伯

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
5
/
1
1
（
木

）

4
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
研

修
会

広
島
県
地
域
包

括
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

2
0
1
7
/
5
/
1
1
（
木
）

5
主
任
介
護
支
援

専
門
員
　
介
護
支
援
専
門
員
研
修
～
ＩＣ

Ｆ
の
視
点
に
基
づ
い
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
立
案
の
仕
方
、
考
え
方
②
～

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
5
/
1
5
（
月
）

6
主

任
介

護
支

援
専

門
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
会

～
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

～
海

田
町

・
坂

町
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
7
/
5
/
2
3
（
火

）

7
福

山
ブ
ロ
ッ
ク
会
　
福
山
地
区
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
　
合
同
研
修
会
～
『
事
例
提
供
者
に
焦
点
を
あ
て
た
事
例
検
討
会
』
を
学
ぶ
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
7
/
6
/
2
7
（
火
）

8
平

成
2
9
年
度

第
1
回

大
竹

市
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

協
議

会
研

修
会

～
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク
（
大

竹
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
7
/
5
/
1
8
（
木
）

9
精

神
科

医
療

と
介

護
と
の

連
携

に
関

す
る
研

修
会

三
原

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
6
/
1
2
（
月

）

1
0

平
成

2
9
年

度
第

1
回

ケ
ア
プ
ラ
ン
点

検
研

修
～

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

基
本

的
考

え
方

の
確

認
～

広
島

県
2
0
1
7
/
5
/
3
0
（
火

）

1
1

平
成
2
9
年
度
第
1
回
中
区
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
～
日
常
場
面
で
行
う
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
実
践
例
　
そ
の
１
）
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
6
/
1
6
（
金

）
午

前

1
2

平
成
2
9
年
度
第
2
回
中
区
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
～
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ⅰ

～
広

島
市

中
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
6
/
1
6
（
金

）
午

後

1
3

ケ
ア
マ
ネ
業
務
向
上

研
修

会
～

主
任

介
護

支
援

専
門

員
が

行
う
地

域
の

介
護

支
援

専
門

員
の

人
材

育
成

に
必

要
と
さ
れ

る
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
活

用
実

践
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
6
/
2
0
（
火

）

1
4

平
成
2
9
年
度
第
3
回
中
区
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
～
日
常
場
面
で
行
う
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
実
践
例
　
そ
の
２
）
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
1
8
（
金

）
午

前

1
5

平
成
2
9
年
度
第
４
回
中
区
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
～
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ⅱ

～
広

島
市

中
区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
1
8
（
金

）
午

後

1
6

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

地
域

同
行

型
研

修
に
つ
い
て
～

広
島

市
西

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
6
/
2
3
（
金

）

1
7

主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
～
主
任
介
護
支
援

専
門
員
が
指
導
す
る
在
宅
医
療
の
知
識
と
ポ
イ
ン
ト
～

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
6
/
2
3
（
金

）

1
8

ケ
ア
マ
ネ
業

務
向

上
研

修
会

～
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
に
つ
い
て
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
1
/
2
1
（
火

）

1
9

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
研

修
広
島
県
地
域
包

括
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

2
0
1
7
/
7
/
1
4
（
金
）

2
0
1
7
/
8
/
2
5
（
金
）

2
0

主
任

介
護

支
援

専
門

員
対

象
研

修
～

主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

た
め
の

人
材

育
成

と
支

援
の

ポ
イ
ン
ト
～

広
島

市
安

佐
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
7
/
2
4
（
月

）

2
1

ケ
ア
マ
ネ
業

務
向

上
研

修
会

～
主

任
介

護
支

援
専

門
員

に
必
要
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
技
術
と
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
1
9
（
火

）

2
2

事
例

検
討

会
の

必
要

性
と
進

め
方

～
ス
ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

役
割

と
は

～
②

（
実

践
編

）
広

島
市

佐
伯

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
7
/
1
3
（
木

）

2
3

主
任

介
護

支
援

専
門

員
対

象
研

修
～

地
域

の
社

会
資

源
の

発
掘

と
活

用
～

広
島

市
安

佐
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
3
0
（
水

）

2
4

緩
和

ケ
ア
　
介

護
支

援
専

門
員

・
地

域
連

携
職

種
研

修
　
実

践
コ
ー
ス
（
１
日

目
）

広
島

県
緩

和
ケ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー

2
0
1
7
/
9
/
1
2
（
火

）

2
5

緩
和

ケ
ア
　
介

護
支

援
専

門
員

・
地

域
連

携
職

種
研

修
　
実

践
コ
ー
ス
（
２
日

目
）

広
島

県
緩

和
ケ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー

2
0
1
7
/
9
/
2
0
（
水

）

2
6

平
成

3
0
年

度
の

介
護

保
険

改
正

に
向

け
て
・
地

域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

現
状

に
つ
い
て

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
7
/
3
1
（
月

）

2
7

事
例

検
討

会
～

野
中

式
を
活

用
し
て
～

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
7
/
8
/
2
4
（
木
）

2
8

佐
伯

区
主

任
介

護
支

援
専

門
員

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研

修
会
～
対
人
援
助
に
お
け
る
相
談
面
接
技
術
～
【
実
践
編
】

広
島

市
佐

伯
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
2
4
（
木

）

2
9

ケ
ア
マ
ネ
業

務
向

上
研

修
会

～
介

護
支

援
専

門
員

に
必

要
と
さ
れ

る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
0
/
1
0
（
火

）

3
0

主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
～
主
任
介
護
支
援
専
門
員
に
必
要
な
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
技
術
に
つ
い
て
～

広
島

市
西

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
1
0
（
木

）

3
1

質
の
高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
に
関
す
る
研
修
～
チ
ー
ム
の
連
携
力
を
高
め
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
と
ス
キ
ル
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
1
2
（
火

）

3
2

「
地

域
を
知

る
」
～

地
域

の
中

で
主

任
ケ
ア
マ
ネ
に
求

め
ら
れ

る
も
の

～
呉

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
9
（
土

）

別
添
　
「
平

成
２
８
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満

た
す
研

修
一

覧
」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

3
3

府
中

地
区

介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
定
例
研
修

会
～

主
任

介
護

支
援

専
門

員
の

求
め
ら
れ

る
機

能
と
役

割
～

府
中

地
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
1
0
/
1
8
（
火

）

3
4

主
任

ケ
ア
マ
ネ
部

会
研

修
～

指
導

の
た
め
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
の

再
確

認
～

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
1
0
/
2
5
（
火

）

3
5

管
理

者
・
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
た
め
の

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
の

運
営

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

育
成

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
6
/
1
0
/
2
7
（
木
）

3
6

平
成

2
8
年

度
　
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成
研

修
（
福

山
会

場
）

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
1
0
/
0
6
（
木
）

3
7

平
成

2
8
年

度
　
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成
研

修
（
広

島
会

場
）

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
1
0
/
1
4
（
金
）

3
8

西
南

部
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
　
第
2
回
大
規
模
研

修
会

～
利

用
者

中
心

の
支

援
と
地

域
ケ
ア
会

議
に
つ
い
て
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
6
/
1
1
/
1
8
（
金
）

3
9

介
護

支
援

専
門
員
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
～

地
域
包
括
ケ
ア
を
見
据
え
て
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
～

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
6
/
1
1
/
2
8
（
月
）

4
0

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例

研
修

会
～

地
域

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

役
割

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の

連
携

の
留

意
点

～
府
中
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
府
中
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
）

2
0
1
6
/
1
1
/
2
4
（
木
）

4
1

平
成

2
8
年

度
　
第

4
回

　
大

竹
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

研
修

会
～

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク
（
大

竹
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
1
1
/
1
7
（
木
）

4
2

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
④

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
6
/
1
2
/
1
3
（
火
）

4
3

平
成
2
8
年
度
　
第
1
回
　
中
区
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
～
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
お
こ
な
う
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
～

広
島
市
中
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
広
島
市
中
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
会
）

2
0
1
7
/
2
/
0
7
（
火
）

4
4

介
護
支
援
専
門

員
指
導
者
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
～
専
門
研
修
に
お
け
る
事
例
研
究
の
進
め
方
～

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
1
2
/
1
0
（
土
）

4
5

介
護
支
援
専
門

員
指
導
者
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
～
専
門
研
修
に
お
け
る
事
例
研
究
の
進
め
方
～

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
6
/
1
2
/
1
1
（
日
）

4
6

平
成

2
8
年

度
　
実

務
研

修
指

導
者

養
成

研
修

～
新
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
講
義
・
演
習
の
進
め
方
～

一
般
社
団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
6
/
1
2
/
1
0
（
土
）

4
7

平
成

2
8
年

度
　
実

務
研

修
指

導
者

養
成

研
修

～
新
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
講
義
・
演
習
の
進
め
方
～

一
般
社
団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
6
/
1
2
/
1
1
（
日
）

4
8

主
任
介
護
支
援

専
門
員
・
介
護
支
援
専
門
員
研
修
～
各
疾
病
の
概
要
と
、
そ
の
症
状
を
理
解
し
、
関
係
職
種
と
連
携
し
よ
う
～

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
/
2
3
（
月
）

4
9

平
成
2
8
年
度
　
第
2
回
　
実
務
研
修
指
導
者
養
成
研

修
～

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
講

義
・
演

習
の

進
め
方

～
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
1
/
2
1
（
土
）

5
0

地
域

ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
と
社

会
資

源
の

開
発

学
習

会
～

事
例

検
討

会
か

ら
の

一
考

察
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
2
/
0
9
（
木

）

5
1

府
中

地
区
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

協
議

会
定
例

研
修

会
～

看
取

り
に
つ
い
て
～

府
中
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
府
中
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
）

2
0
1
7
/
1
/
3
0
（
月
）

5
2

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求

め
ら
れ

る
「
地

域
支

援
」
と
は

？
～

地
域

を
と
ら
え
る
視

点
と
方

法
～

三
原

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
2
/
1
4
（
火

）

5
3

広
島
市
佐
伯
区
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
～
主
任
介
護

支
援
専
門
員
と
し
て
「
地
域
」
を
と
ら
え
る
視
点
と
方
法
～

広
島

市
佐

伯
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
1
5
（
水

）

5
4

質
の

高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
に
関

す
る
研

修
～

チ
ー
ム
の

連
携

力
を
高

め
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

知
識

と
ス
キ
ル

　
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
2
4
（
金

）

5
5

ケ
ア
マ
ネ
業

務
向

上
研

修
会

～
実

務
研

修
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
実
習
指
導
者
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
2
/
0
6
（
月

）

5
6

主
任

介
護

支
援
専

門
員

・
介

護
支

援
専

門
員

研
修

～
ＩＣ

Ｆ
の

視
点
に
基
づ
い
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
立
案
の
仕
方
、
考
え
方
に
つ
い
て
～

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
2
7
（
月
）

5
7

平
成

2
8
年

度
第

3
回

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
3
/
0
7
（
火
）

5
8

平
成

2
8
年

度
第

3
回

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
3
/
1
1
（
土
）

5
9

主
任

ケ
ア
マ
ネ
部

会
研

修
～

介
護

支
援

専
門
員

実
務

研
修

実
習

生
指

導
の

再
確

認
～

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
3
/
0
7
（
火

）

6
0

平
成

2
8
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
⑤

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク
（
尾

道
市

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
2
0
1
7
/
3
/
2
1
（
火
）

21



別
添
　
「
平

成
２
９
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満

た
す
研

修
一

覧
」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

3
3

事
例

検
討

会
の

す
す
め
方

～
事

例
検

討
を
と
お
し
て
考

え
る
～

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
1
0
（
木

）

3
4

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会
・
西

南
部

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協

議
会

　
共

催
研
修
会
～
複
合
事
例
を
多
職
種
で
支
え
る
為
の
企
画
力
に
つ
い
て
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
7
/
9
/
1
5
（
金
）

3
5

グ
ル

ー
プ
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
用
い
て
の

事
例

提
供

者
に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

三
原

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
1
9
（
火

）

3
6

主
任

介
護
支

援
専

門
員

研
修

～
事

例
検

討
会
の

す
す
め
方

～
広

島
市

安
佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
0
/
2
5
（
水

）

3
7

介
護

予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
指

導
の

視
点

～
広

島
市

版
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
か
ら
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
移
行
す
る
時
の
考
え
方
～

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
2
2
（
火

）

3
8

事
例

検
討

会
の

必
要

性
と
進

め
方

～
ス
ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

役
割

と
は

～
③

（
実

践
編

）
広

島
市

佐
伯

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
1
9
（
火

）

3
9

平
成
2
9
年
度
実
務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修

～
介

護
支

援
専

門
員
実

務
研

修
実

習
に
お
け
る
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
役

割
と
視

点
～

（
福

山
会

場
）
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
9
/
2
5
（
月
）

4
0

平
成
2
9
年
度
実
務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修

～
介

護
支

援
専

門
員
実

務
研

修
実

習
に
お
け
る
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
役

割
と
視

点
～

（
広

島
会

場
）
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
9
/
2
8
（
木
）

4
1

介
護

支
援

専
門
員

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研

修
会

～
管

理
者

・
主

任
介
護
支
援
専
門
員
に
必
要
な
運
営
基
準
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
点
検
の
視
点
～

庄
原

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
7
/
9
/
6
（
水
）

4
2

介
護
支
援
専

門
員

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研

修
会

～
地

域
包

括
ケ
ア
の

基
本

視
点

と
医

療
介

護
の

連
携

を
学

ぶ
～

庄
原

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
7
/
9
/
1
4
（
木
）

4
3

専
門
職
等
に
よ
る
多
職
種
連
携
を
実
践
す
る
た
め
に
「
先

生
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。
上

手
な
医

療
・
介

護
の

連
携

の
仕

方
」

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
1
1
（
月
）

4
4

高
齢

者
が

か
か

り
や

す
い
病

気
の

特
性

（
呼

吸
器

疾
患

）
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
9
/
1
6
（
土
）
午
前

4
5

ケ
ア
マ
ネ
が
知

ら
な
い
と
い
け
な
い
障

害
福

祉
サ

ー
ビ
ス
～

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に
向

け
て
～

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
9
/
1
6
（
土
）
午
後

4
6

平
成

2
9
年
度

第
3
回

大
竹

市
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

協
議

会
研

修
会

～
事

例
検

討
会

～
大

竹
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
2
1
（
木

）

4
7

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

　
福

山
地

区
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
会

　
合

同
研

修
会

～
『
精

神
疾

患
に
お
け
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

ポ
イ
ン
ト
』
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
7
/
1
0
/
2
4
（
火
）

4
8

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例

研
修

会
～

療
養

生
活

の
援

助
「
訪

問
看

護
の

ち
か

ら
～

共
に
生

き
る
～

」
～

府
中

地
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
0
/
2
4
（
火

）

4
9

地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
社

会
資

源
の

開
発

～
地

域
で
暮

ら
す
と
は
：
当
事
者
の
生
活
を
オ
ー
ル
で
支
え
る
自
立
支
援
型
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
2
/
1
1
（
月

）

5
0

地
域

を
基

盤
と
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
機

能
を
強

化
す
る
た
め
に
～
最
新
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
獲
得
す
る
た
め
に
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
1
/
2
3
（
火
）

5
1

平
成
2
9
年
度
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事
例
提
供
者
に
焦
点
を
当
て
た
事
例
検
討
会
」
～
大
分
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
と
の
合
同
研
修
～

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
0
/
1
3
（
金
）

5
2

平
成

2
9
年
度

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
演

習
（
第

1
部

）
～

IC
F
の

視
点

で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か

ら
ニ
ー
ズ
を
導

き
、
自

立
支

援
に
資

す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学

ぶ
～

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

参
加

）
広

島
市

中
区

ブ
ロ
ッ
ク
（
広

島
市

）

①
中

区
：
1
1
/
2
0
（
月

）
②

東
区

：
1
0
/
1
7
（
火

）
③

南
区

：
1
1
/
1
3
（
月

）
④

西
区

：
1
1
/
1
6
（
木

）
⑤

安
佐

南
区

：
1
1
/
1
5
（
水

）
⑥

安
佐

北
区

：
1
0
/
1
8
（
水

）
⑦

安
芸

区
：
1
0
/
1
8
（
水

）
⑧

佐
伯

区
：
1
1
/
2
1
（
火

）

5
3

平
成

2
9
年

度
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
演
習

（
第

2
部

）
～

自
立

支
援

に
資

す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク
（
広

島
市

）
2
0
1
7
/
1
2
/
1
8
（
月

）

5
4

マ
イ
ク
ロ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技

法
を
用

い
た
話

の
聴

き
方

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
2
/
1
2
（
火

）

5
5

事
例

検
討

会
の

必
要

性
と
進

め
方

～
ス
ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

役
割

と
は

～
④

（
実

践
編

）
広

島
市

佐
伯

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
1
/
7
（
火

）

5
6

地
域

包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
地

域
住

民
力

の
発

揮
へ

の
働

き
か

け
広

島
市

南
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
2
0
（
火

）

5
7

平
成

2
9
年

度
第

1
回

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会

～
地
域
医
療
介
護
連
携
に
お
け
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
2
/
1
9
（
火
）

5
8

平
成

2
9
年

度
第

1
回

実
務

研
修

指
導

者
養

成
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
1
2
/
9
（
土
）

5
9

平
成

2
9
年
度

第
2
回

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
オ
ー
プ
ン
）
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
1
2
/
2
2
（
金
）

22



別
添
　
「
平

成
２
９
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満

た
す
研

修
一

覧
」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

6
0

第
1
回

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

研
修

～
IC
F
の
視
点
を
踏
ま
え
た
自
立
支
援
型
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
つ
い
て
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
1
/
1
3
（
土
）

6
1

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
～
明
日
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
が
地
域
で
で
き
る
こ
と
～

海
田

町
・
坂

町
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
1
/
1
6
（
火

）

6
2

地
域

包
括

ケ
ア
時

代
に
お
け
る
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
役

割
世

羅
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
/
1
5
（
月

）

6
3

広
島

市
介
護

予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指

導
者
専

門
研

修
（
演

習
編

）
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

（
広

島
市

）
2
0
1
8
/
1
/
1
5
（
月
）

6
4

広
島

市
介

護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
従

事
者

研
修

（
演

習
編

）
※

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役

の
方

の
み

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

（
広

島
市

）
2
0
1
8
/
1
/
1
9
（
金
）

6
5

府
中
地
区
介
護

支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
定
例
研
修
会

～
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
論
・
IC
F
の
視
点
で
自
立
支
援
を
考
え
る
～

府
中

地
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
/
3
0
（
火

）

6
6

平
成

2
9
年

度
主

任
介

護
支

援
専

門
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
）
研

修
　
※

全
５
回

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
8
/
1
/
2
3
（
火
）
・
2
/
1
3
（
火
）

2
/
2
0
（
火
）
・
3
/
1
（
木
）
・
3
/
3
（
土
）

6
7

地
域

ケ
ア
会

議
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支

援
を
考

え
る
～

自
立

支
援

と
地

域
課

題
解

決
の

取
り
組

み
手

法
～

廿
日

市
市

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
7
（
水

）

6
8

三
原
市
ブ
ロ
ッ
ク
第
4
回
研
修
会
～
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
た
め
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
運
営
と
介
護
支
援
専
門
員
の
育
成
～

三
原

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
1
4
（
水

）

6
9

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
と
共

に
行

う
町

づ
く
り
～

広
島

市
西

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
3
/
1
6
（
金

）

7
0

平
成
2
9
年
度
第
2
回
大
竹
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
～
地
域
医
療
介
護
連
携
に
お
け
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
Ⅱ
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
1
/
2
3
（
火
）

7
1

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
～

主
任

が
知

っ
て
お
く
べ
き
介
護
報
酬
・
診
療
報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
～

広
島

市
西

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
1
4
（
水

）

7
2

専
門

医
に
学

ぶ
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研

修
～
高
齢
者
に
見
ら
れ
る
精
神
症
状
と
精
神
疾
患
の
理
解
～

東
広

島
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
1
6
（
金

）

7
3

府
中
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
定
例
研
修
会
「
一
人
一
人

が
暮

ら
し
や

す
い
地

域
を
め
ざ
し
て
」
～

権
利

を
擁

護
す
る
と
は

何
か

～
府

中
地

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
2
7
（
火

）

7
4

平
成
2
9
年
度
第
3
回
大
竹
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
～
地
域
医
療
介
護
連
携
に
お
け
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
Ⅲ
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
2
0
（
火
）

7
5

平
成

2
9
年

度
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
8
/
2
/
1
8
（
日
）

7
6

ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
効
果
的
な
質
問
の
作
り
方
に
つ
い
て
」
～
コ
ー
チ
ン
グ
理
論
に
基
づ
い
た
質
問
力
の
向
上
～

広
島

市
安

芸
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
2
1
（
水

）

7
7

平
成

3
0
年

度
医

療
介

護
保

険
ダ
ブ
ル

改
正

に
向

け
て
我

々
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

や
る
べ

き
こ
と
～

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

向
上

～
広

島
市

安
芸

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
3
/
8
（
木

）

7
8

地
域

包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築

に
向

け
て
～

先
進

地
の

取
り
組

み
事

例
に
学

ぶ
～

海
田

町
・
坂

町
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
3
/
1
（
木

）

7
9

平
成
2
9
年
度
第
4
回
大
竹
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
～
地
域
医
療
介
護
連
携
に
お
け
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
Ⅳ
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
3
/
1
3
（
火
）

8
0

府
中
地
区
介
護
支

援
専

門
員

連
絡

協
議

会
定

例
研

修
会

～
「
障
が

い
福

祉
」
「
介

護
保

険
」
制

度
の

狭
間

を
切

れ
目

な
く
支

援
す
る
た
め
に
～

府
中

地
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
3
/
2
9
（
木

）

8
1

主
任

介
護

支
援

専
門

員
と
し
て
障

害
施

策
・
権

利
擁

護
の

諸
制

度
を
学

ぶ
世

羅
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
3
/
1
9
（
月

）

8
2

平
成

3
0
年

度
医

療
介

護
報

酬
同

時
改

定
と
今

後
の

動
向

廿
日

市
市

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
3
/
2
2
（
木

）

8
3

新
し
い
介

護
保
険
制
度
に
関
す
る
研
修
～
2
0
1
8
年
4
月
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
で
現
場
は
ど
う
な
る
の
か
を
考
え
る
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
3
/
2
7
（
火

）

8
4

平
成

2
9
年
度

介
護

支
援

専
門

員
指

導
者

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養

成
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

①
2
0
1
8
/
3
/
1
8
（
日
）
広
島

②
2
0
1
8
/
3
/
2
1
（
祝
）
福
山

別
添
　
「
平

成
２
９
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満

た
す
研

修
一

覧
」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

3
3

事
例

検
討

会
の

す
す
め
方

～
事

例
検

討
を
と
お
し
て
考

え
る
～

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
1
0
（
木

）

3
4

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会
・
西

南
部

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協

議
会

　
共

催
研
修
会
～
複
合
事
例
を
多
職
種
で
支
え
る
為
の
企
画
力
に
つ
い
て
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
7
/
9
/
1
5
（
金
）

3
5

グ
ル

ー
プ
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
用
い
て
の

事
例

提
供

者
に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

三
原

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
1
9
（
火

）

3
6

主
任

介
護
支

援
専

門
員

研
修

～
事

例
検

討
会
の

す
す
め
方

～
広

島
市

安
佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
0
/
2
5
（
水

）

3
7

介
護

予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
指

導
の

視
点

～
広

島
市

版
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
か
ら
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
移
行
す
る
時
の
考
え
方
～

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
8
/
2
2
（
火

）

3
8

事
例

検
討

会
の

必
要

性
と
進

め
方

～
ス
ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

役
割

と
は

～
③

（
実

践
編

）
広

島
市

佐
伯

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
1
9
（
火

）

3
9

平
成
2
9
年
度
実
務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修

～
介

護
支

援
専

門
員
実

務
研

修
実

習
に
お
け
る
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
役

割
と
視

点
～

（
福

山
会

場
）
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
9
/
2
5
（
月
）

4
0

平
成
2
9
年
度
実
務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修

～
介

護
支

援
専

門
員
実

務
研

修
実

習
に
お
け
る
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
役

割
と
視

点
～

（
広

島
会

場
）
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
9
/
2
8
（
木
）

4
1

介
護

支
援

専
門
員

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研

修
会

～
管

理
者

・
主

任
介
護
支
援
専
門
員
に
必
要
な
運
営
基
準
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
点
検
の
視
点
～

庄
原

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
7
/
9
/
6
（
水
）

4
2

介
護
支
援
専

門
員

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研

修
会

～
地

域
包

括
ケ
ア
の

基
本

視
点

と
医

療
介

護
の

連
携

を
学

ぶ
～

庄
原

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
7
/
9
/
1
4
（
木
）

4
3

専
門
職
等
に
よ
る
多
職
種
連
携
を
実
践
す
る
た
め
に
「
先

生
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。
上

手
な
医

療
・
介

護
の

連
携

の
仕

方
」

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
1
1
（
月
）

4
4

高
齢

者
が

か
か

り
や

す
い
病

気
の

特
性

（
呼

吸
器

疾
患

）
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
9
/
1
6
（
土
）
午
前

4
5

ケ
ア
マ
ネ
が
知

ら
な
い
と
い
け
な
い
障

害
福

祉
サ

ー
ビ
ス
～

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に
向

け
て
～

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
9
/
1
6
（
土
）
午
後

4
6

平
成

2
9
年
度

第
3
回

大
竹

市
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

協
議

会
研

修
会

～
事

例
検

討
会

～
大

竹
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
9
/
2
1
（
木

）

4
7

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

　
福

山
地

区
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
会

　
合

同
研

修
会

～
『
精

神
疾

患
に
お
け
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

ポ
イ
ン
ト
』
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
7
/
1
0
/
2
4
（
火
）

4
8

府
中

地
区

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

定
例

研
修

会
～

療
養

生
活

の
援

助
「
訪

問
看

護
の

ち
か

ら
～

共
に
生

き
る
～

」
～

府
中

地
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
0
/
2
4
（
火

）

4
9

地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
社

会
資

源
の

開
発

～
地

域
で
暮

ら
す
と
は
：
当
事
者
の
生
活
を
オ
ー
ル
で
支
え
る
自
立
支
援
型
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
2
/
1
1
（
月

）

5
0

地
域

を
基

盤
と
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
機

能
を
強

化
す
る
た
め
に
～
最
新
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
獲
得
す
る
た
め
に
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
1
/
2
3
（
火
）

5
1

平
成
2
9
年
度
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事
例
提
供
者
に
焦
点
を
当
て
た
事
例
検
討
会
」
～
大
分
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
と
の
合
同
研
修
～

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
0
/
1
3
（
金
）

5
2

平
成

2
9
年
度

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
演

習
（
第

1
部

）
～

IC
F
の

視
点

で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か

ら
ニ
ー
ズ
を
導

き
、
自

立
支

援
に
資

す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学

ぶ
～

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

参
加

）
広

島
市

中
区

ブ
ロ
ッ
ク
（
広

島
市

）

①
中

区
：
1
1
/
2
0
（
月

）
②

東
区

：
1
0
/
1
7
（
火

）
③

南
区

：
1
1
/
1
3
（
月

）
④

西
区

：
1
1
/
1
6
（
木

）
⑤

安
佐

南
区

：
1
1
/
1
5
（
水

）
⑥

安
佐

北
区

：
1
0
/
1
8
（
水

）
⑦

安
芸

区
：
1
0
/
1
8
（
水

）
⑧

佐
伯

区
：
1
1
/
2
1
（
火

）

5
3

平
成

2
9
年

度
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
演
習

（
第

2
部

）
～

自
立

支
援

に
資

す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク
（
広

島
市

）
2
0
1
7
/
1
2
/
1
8
（
月

）

5
4

マ
イ
ク
ロ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技

法
を
用

い
た
話

の
聴

き
方

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
2
/
1
2
（
火

）

5
5

事
例

検
討

会
の

必
要

性
と
進

め
方

～
ス
ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

役
割

と
は

～
④

（
実

践
編

）
広

島
市

佐
伯

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
1
/
7
（
火

）

5
6

地
域

包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
地

域
住

民
力

の
発

揮
へ

の
働

き
か

け
広

島
市

南
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
2
/
2
0
（
火

）

5
7

平
成

2
9
年

度
第

1
回

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会

～
地
域
医
療
介
護
連
携
に
お
け
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
7
/
1
2
/
1
9
（
火
）

5
8

平
成

2
9
年

度
第

1
回

実
務

研
修

指
導

者
養

成
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
1
2
/
9
（
土
）

5
9

平
成

2
9
年
度

第
2
回

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
オ
ー
プ
ン
）
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
7
/
1
2
/
2
2
（
金
）

23



別
添
　
「
平

成
３
０
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満

た
す
研

修
一

覧
」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

1
平

成
3
0
年

度
第

1
回

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
オ
ー
プ
ン
）
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
8
/
4
/
1
4
（
土
）

2
西
区
主
任
ケ
ア
マ
ネ
部
会
　
主
任
ケ
ア
マ
ネ
研
修
会
～
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
①
～

広
島
市
西
区
ブ
ロ
ッ
ク
・
広

島
市

佐
伯

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
4
/
1
1
（
水
）

3
今

、
介

護
支

援
専
門
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
は
～
平

成
3
0
年

度
改

正
後

の
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
役

割
に
つ
い
て
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
5
/
2
9
（
火
）

4
ケ
ア
マ
ネ
業

務
向

上
研

修
会

～
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
支

援
に
い
か

す
ア
サ

ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
自

分
も
相

手
も
大

切
に
す
る
考

え
方

）
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
1
9
（
火

）

5
ケ
ア
マ
ネ
業
務
向
上
研
修
会
～
主
任
介
護
支
援
専
門

員
の

地
域

で
の

役
割

・
社

会
資

源
の

開
発

の
仕

方
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
1
8
（
火

）

6
平

成
3
0
年

度
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

等
管

理
者

研
修

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

①
2
0
1
8
/
4
/
2
6
（
木
）
広
島

②
2
0
1
8
/
4
/
2
8
（
土
）
福
山

7
平

成
3
0
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
　
パ

ー
ト
1
講

義
編

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
1
5
（
火
）

8
平

成
3
0
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
　
パ

ー
ト
2
実

践
編

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
3
1
（
木
）

9
ケ
ア
マ
ネ
業

務
向

上
研

修
会

～
主

任
介

護
支

援
専

門
員

に
求

め
ら
れ
る
役

割
と
地

域
づ
く
り
へ

の
参

画
に
つ
い
て
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
2
2
（
火

）

1
0

平
成

3
0
年

度
介

護
保

険
改

正
に
基

づ
き
制

度
改

革
内

容
の

理
解

と
実

践
上

の
留

意
点

に
つ
い
て

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
2
1
（
月

）

1
1

平
成
3
0
年
度
一
般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
三

原
市
ブ
ロ
ッ
ク
第

2
回

研
修

会
～

地
域

を
視

野
に
入

れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
～

三
原

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
2
0
（
水

）

1
2

社
会

福
祉

援
助

技
術

（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
）
～

援
助

関
係

論
～

府
中

地
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
5
（
木

）

1
3

平
成

3
0
年

度
第
2
回
主
任
介
護
支
援
専
門
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
オ
ー
プ
ン
）
研
修
～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
～

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
8
/
6
/
1
2
（
火
）

1
4

平
成

3
0
年

度
第
2
回
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

広
島
市
中
区
ブ
ロ
ッ
ク
～
行
動
変
容
を
促
す
コ
ー
チ
ン
グ
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
1
5
（
金

）

1
5

平
成

3
0
年

度
第

4
回

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク
～

気
づ
き
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
5
（
木

）

1
6

主
任
介
護
支
援
専

門
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
～

我
が

事
・
丸

ご
と
　
地

域
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
て
、
障

害
者

制
度

の
理

解
を
深

め
る
～

呉
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
2
1
（
木
）

1
7

安
佐

南
ブ
ロ
ッ
ク
法

定
外

研
修

　
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
～

事
例

検
討

を
通

じ
て
～

広
島

市
安

佐
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
9
（
月

）

1
8

平
成

3
0
年

度
第
3
回
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
広

島
市
中
区
ブ
ロ
ッ
ク
～
行
動
変
容
を
促
す
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
践
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
1
5
（
金

）

1
9

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
で
必
要
と
な
る
相
談
援
助
の
知
識
と
技
術
～
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
～
第
1
回
「
利
用
者
の
意
向
の
把
握
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
面
接
」

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
7
/
2
4
（
火
）

2
0

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
で
必

要
と
な
る
相

談
援

助
の

知
識

と
技

術
～
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
～
第
2
回
「
利
用
者
の
自
立
を
支
え
る
相
談
援
助
面
接
」
福

山
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
8
/
2
8
（
火
）

2
1

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
で
必

要
と
な
る
相

談
援

助
の

知
識

と
技

術
～

基
礎

か
ら
応

用
ま
で
～

第
3
回

「
援

助
を
求

め
て
こ
な
い
利

用
者

へ
の

相
談

援
助

面
接

」
福

山
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
9
/
1
8
（
火
）

2
2

平
成
3
0
年
度
第
5
回
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
広
島
市
中
区
ブ
ロ
ッ
ク
～
相
談
援
助
に
お
け
る
面
接
技
術
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
5
（
木

）

2
4

地
域

包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

機
能

と
役

割
～

制
度

改
正

と
私

た
ち
が

今
、
取

り
組

む
べ

き
具

体
的

な
ポ
イ
ン
ト
～

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
1
9
（
木

）

2
5

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
向
上
を
目
指
し
て
～
新

し
い
制
度
・
介
護
報
酬
と
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
整
理
～

庄
原

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
7
/
3
0
（
月
）

2
6

実
践

的
地

域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

～
事

例
を
ま
じ
え
て
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
8
/
2
7
（
月

）

2
7

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
研

修
広
島
県
地
域
包

括
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

2
0
1
8
/
9
/
2
6
（
水
）
・
1
0
/
2
4
（
水
）

2
8

在
宅

支
援

に
あ
た
り
歯

科
医

と
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
連

携
を
学

ぶ
世

羅
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
2
3
（
月

）

2
9

平
成
3
0
年
度
第

2
回
大
竹
市
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
研
修
会
～
看
取
り
期
に
お
け
る
指
導
事
例
の
事
例
検
討
会
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
1
9
（
木
）

3
0

広
島
県
介
護
支
援

専
門

員
協

会
福

山
ブ
ロ
ッ
ク
会

・
西

南
部

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協

議
会

共
催

研
修

会
～

自
立

を
支

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
9
/
2
1
（
金
）

3
1

主
任
介
護
支
援
専
門
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～
主
任
ケ
ア
マ
ネ
に
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク
管
理
と
は
～

呉
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
1
（
土
）

3
2

西
区
・
佐
伯
区
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
～
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
②
～

広
島
市
西
区
ブ
ロ
ッ
ク
・
広

島
市

佐
伯

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
8
/
2
2
（
水
）

3
3

主
任

介
護

支
援

専
門

員
に
期

待
さ
れ

る
地

域
づ
く
り
と
は

？
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
学

ぼ
う
～

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
2
5
（
火
）

24



別
添

　
「
平

成
３

０
年

度
　

主
任

介
護

支
援

専
門

員
更

新
研

修
の

受
講

要
件

を
満

た
す

研
修

一
覧

」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

3
4

退
院

時
の

リ
ハ

ビ
リ

サ
マ

リ
ー

・
リ

ハ
ビ

リ
計

画
書

等
の

見
方

～
ど

う
ア

セ
ス

メ
ン

ト
力

を
高

め
る

か
～

広
島

市
安

佐
南

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
9
/
2
7
（
木

）

3
5

主
任

介
護

支
援

専
門

員
と

し
て

医
療

介
護

連
携

に
お

い
て

欠
か

せ
な

い
訪

問
看

護
に

つ
い

て
学

ぶ
世

羅
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
9
/
1
0
（
月

）

3
6

ソ
ー

シ
ャ

ル
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ワ
ー

ク
～

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
に

必
要

な
地

域
づ

く
り

を
学

ぶ
～

庄
原

ブ
ロ

ッ
ク

会
2
0
1
8
/
9
/
1
1
（
火

）

3
7

平
成

3
0
年

度
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
作

成
演

習
～

疾
患

別
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
「
心

不
全

」
※

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

役
の

方
の

み
広

島
市

2
0
1
8
/
9
/
1
3
（
木

）

3
8

主
任

介
護

支
援

専
門

員
と

し
て

の
共

生
社

会
に

お
け

る
チ

ー
ム

ケ
ア

・ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

作
り

の
課

題
に

つ
い

て
広

島
市

安
佐

北
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
1
9
（
水

）

3
9

地
域

共
生

社
会

に
向

け
た

仕
組

み
づ

く
り

と
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
役

割
三

次
市

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
1
9
（
水

）

4
0

コ
ー

チ
ン

グ
理

論
に

基
づ

い
た

ケ
ア

マ
ネ

業
務

に
お

け
る

相
談

面
接

技
術

に
つ

い
て

広
島

市
安

芸
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
0
/
1
0
（
水

）

4
1

西
区

・
佐

伯
区

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
会

～
ア

セ
ス

メ
ン

ト
力

を
高

め
る

③
～

広
島

市
西

区
ブ

ロ
ッ

ク
・
広

島
市

佐
伯

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
1
0
/
2
4
（
水

）

4
2

平
成

3
0
年

の
介

護
報

酬
改

定
で

見
え

て
き

た
主

任
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
役

割
と

心
構

え
広

島
市

安
佐

北
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
1
4
（
水

）

4
3

安
芸

区
ブ

ロ
ッ

ク
合

同
研

修
会

～
事

例
検

討
で

の
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

役
割

に
つ

い
て

～
広

島
市

安
芸

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
1
0
/
1
1
（
木

）

4
4

H
3
0
 年

度
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を

当
て

た
事

例
検

討
会

」
①

安
芸

高
田

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
0
/
2
（
火

）

4
5

訪
問

看
護

サ
ー

ビ
ス

を
上

手
に

活
用

で
き

る
主

任
ケ

ア
マ

ネ
に

な
る

世
羅

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
1
9
（
月

）

4
6

平
成

3
0
 年

度
第

3
 回

海
田

町
・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

会
議

～
薬

剤
師

と
ケ

ア
マ

ネ
の

連
携

に
つ

い
て

～
海

田
町

・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
会

2
0
1
8
/
1
1
/
2
0
（
火

）

4
7

安
芸

区
ブ

ロ
ッ

ク
合

同
研

修
会

～
事

例
検

討
で

の
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

役
割

に
つ

い
て

②
～

広
島

市
安

芸
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
6
（
火

）

4
8

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

～
自

立
支

援
に

向
け

た
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
プ

ロ
セ

ス
の

指
導

ポ
イ

ン
ト

を
学

ぶ
～

尾
道

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
1
2
（
月

）

4
9

平
成

3
0
 年

度
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修

（
広

島
会

場
）

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
8
/
1
1
/
1
（
木

）

5
0

平
成

3
0
 年

度
実

務
研

修
実

習
指

導
者

養
成

研
修

（
福

山
会

場
）

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
8
/
1
1
/
1
3
（
火

）

5
1

広
島

市
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

導
者

専
門

研
修

（
演

習
編

）
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
8
/
1
1
/
1
2
（
月

）

5
2

広
島

市
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
従

事
者

研
修

（
演

習
編

）
※

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

役
の

方
の

み
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
8
/
1
1
/
2
1
（
水

）

5
3

安
芸

区
ブ

ロ
ッ

ク
合

同
研

修
会

～
事

例
検

討
で

の
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

役
割

に
つ

い
て

③
～

広
島

市
安

芸
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
2
6
（
月

）

5
4

地
域

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

府
中

地
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
1
/
2
6
（
月

）

5
5

H
3
0
 年

度
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を

当
て

た
事

例
検

討
会

」
②

安
芸

高
田

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
8
/
1
2
/
5
（
水

）

5
6

広
島

市
南

区
ブ

ロ
ッ

ク
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
”
拡

大
”
研

究
会

～
質

の
高

い
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
～

広
島

市
南

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
1
2
/
1
2
（
水

）

5
7

西
区

・
佐

伯
区

主
任

介
護

支
援

専
門

員
研

修
会

～
ア

セ
ス

メ
ン

ト
力

を
高

め
る

④
～

広
島

市
西

区
ブ

ロ
ッ

ク
・
広

島
市

佐
伯

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
1
2
/
2
6
（
水

）

5
8

退
院

時
等

に
お

け
る

医
療

的
視

点
を

中
心

と
し

た
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
竹

原
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
8
/
1
2
/
2
0
（
木

）

5
9

平
成

3
0
 年

度
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
た

め
の

実
習

指
導

者
養

成
研

修
（
福

山
会

場
）

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
1
/
1
5
（
火

）

6
0

平
成

3
0
 年

度
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
た

め
の

実
習

指
導

者
養

成
研

修
（
広

島
会

場
）

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
1
/
2
2
（
火

）

6
1

平
成

3
0
 年

度
第

4
 回

海
田

町
・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

会
議

～
病

気
と

生
活

に
つ

い
て

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
が

知
っ

て
お

く
こ

と
～

海
田

町
・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
会

2
0
1
9
/
1
/
1
6
（
水

）

6
2

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

研
修

～
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

に
必

要
な

認
知

症
の

知
識

～
庄

原
ブ

ロ
ッ

ク
会

2
0
1
8
/
1
2
/
1
3
（
木

）

6
3

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
総

合
実

施
計

画
書

・
退

院
時

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
報

告
書

の
見

方
～

広
島

市
佐

伯
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
1
/
2
1
（
月

）

6
4

主
任

介
護

支
援

専
門

員
・
介

護
支

援
専

門
員

研
修

～
高

齢
期

栄
養

と
介

護
予

防
対

策
（
フ

レ
イ

ル
・
サ

イ
コ

ペ
ニ

ア
対

策
で

介
護

予
防

）
～

世
羅

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
1
/
2
1
（
月

）

6
5

主
任

ケ
ア

マ
ネ

部
会

研
修

～
的

確
に

捉
え

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
技

法
～

広
島

市
安

佐
北

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
3
/
2
7
（
水

）

6
6

医
療

と
の

連
携

を
支

え
る

知
識

と
技

術
府

中
地

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
1
/
2
4
（
木

）

別
添
　
「
平

成
３
０
年

度
　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満

た
す
研

修
一

覧
」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

1
平

成
3
0
年

度
第

1
回

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
オ
ー
プ
ン
）
研

修
一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
8
/
4
/
1
4
（
土
）

2
西
区
主
任
ケ
ア
マ
ネ
部
会
　
主
任
ケ
ア
マ
ネ
研
修
会
～
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
①
～

広
島
市
西
区
ブ
ロ
ッ
ク
・
広

島
市

佐
伯

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
4
/
1
1
（
水
）

3
今

、
介

護
支

援
専
門
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
は
～
平

成
3
0
年

度
改

正
後

の
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
役

割
に
つ
い
て
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
5
/
2
9
（
火
）

4
ケ
ア
マ
ネ
業

務
向

上
研

修
会

～
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
支

援
に
い
か

す
ア
サ

ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
自

分
も
相

手
も
大

切
に
す
る
考

え
方

）
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
1
9
（
火

）

5
ケ
ア
マ
ネ
業
務
向
上
研
修
会
～
主
任
介
護
支
援
専
門

員
の

地
域

で
の

役
割

・
社

会
資

源
の

開
発

の
仕

方
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
1
8
（
火

）

6
平

成
3
0
年

度
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

等
管

理
者

研
修

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

①
2
0
1
8
/
4
/
2
6
（
木
）
広
島

②
2
0
1
8
/
4
/
2
8
（
土
）
福
山

7
平

成
3
0
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
　
パ

ー
ト
1
講

義
編

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
1
5
（
火
）

8
平

成
3
0
年

度
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
「
事

例
提

供
者

に
焦

点
を
当

て
た
事

例
検

討
会

」
　
パ

ー
ト
2
実

践
編

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
3
1
（
木
）

9
ケ
ア
マ
ネ
業

務
向

上
研

修
会

～
主

任
介

護
支

援
専

門
員

に
求

め
ら
れ
る
役

割
と
地

域
づ
く
り
へ

の
参

画
に
つ
い
て
～

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
2
2
（
火

）

1
0

平
成

3
0
年

度
介

護
保

険
改

正
に
基

づ
き
制

度
改

革
内

容
の

理
解

と
実

践
上

の
留

意
点

に
つ
い
て

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
5
/
2
1
（
月

）

1
1

平
成
3
0
年
度
一
般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
三

原
市
ブ
ロ
ッ
ク
第

2
回

研
修

会
～

地
域

を
視

野
に
入

れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
～

三
原

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
2
0
（
水

）

1
2

社
会

福
祉

援
助

技
術

（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
）
～

援
助

関
係

論
～

府
中

地
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
5
（
木

）

1
3

平
成

3
0
年

度
第
2
回
主
任
介
護
支
援
専
門
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
オ
ー
プ
ン
）
研
修
～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
～

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
8
/
6
/
1
2
（
火
）

1
4

平
成

3
0
年

度
第
2
回
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

広
島
市
中
区
ブ
ロ
ッ
ク
～
行
動
変
容
を
促
す
コ
ー
チ
ン
グ
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
1
5
（
金

）

1
5

平
成

3
0
年

度
第

4
回

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク
～

気
づ
き
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
5
（
木

）

1
6

主
任
介
護
支
援
専

門
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
～

我
が

事
・
丸

ご
と
　
地

域
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
て
、
障

害
者

制
度

の
理

解
を
深

め
る
～

呉
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
2
1
（
木
）

1
7

安
佐

南
ブ
ロ
ッ
ク
法

定
外

研
修

　
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
～

事
例

検
討

を
通

じ
て
～

広
島

市
安

佐
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
9
（
月

）

1
8

平
成

3
0
年

度
第
3
回
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
広

島
市
中
区
ブ
ロ
ッ
ク
～
行
動
変
容
を
促
す
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
践
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
6
/
1
5
（
金

）

1
9

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
で
必
要
と
な
る
相
談
援
助
の
知
識
と
技
術
～
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
～
第
1
回
「
利
用
者
の
意
向
の
把
握
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
面
接
」

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
7
/
2
4
（
火
）

2
0

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
で
必

要
と
な
る
相

談
援

助
の

知
識

と
技

術
～
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
～
第
2
回
「
利
用
者
の
自
立
を
支
え
る
相
談
援
助
面
接
」
福

山
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
8
/
2
8
（
火
）

2
1

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
で
必

要
と
な
る
相

談
援

助
の

知
識

と
技

術
～

基
礎

か
ら
応

用
ま
で
～

第
3
回

「
援

助
を
求

め
て
こ
な
い
利

用
者

へ
の

相
談

援
助

面
接

」
福

山
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
9
/
1
8
（
火
）

2
2

平
成
3
0
年
度
第
5
回
広
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
広
島
市
中
区
ブ
ロ
ッ
ク
～
相
談
援
助
に
お
け
る
面
接
技
術
～

広
島

市
中

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
5
（
木

）

2
4

地
域

包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

機
能

と
役

割
～

制
度

改
正

と
私

た
ち
が

今
、
取

り
組

む
べ

き
具

体
的

な
ポ
イ
ン
ト
～

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
1
9
（
木

）

2
5

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
向
上
を
目
指
し
て
～
新

し
い
制
度
・
介
護
報
酬
と
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
整
理
～

庄
原

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
7
/
3
0
（
月
）

2
6

実
践

的
地

域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

～
事

例
を
ま
じ
え
て
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
8
/
2
7
（
月

）

2
7

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
研

修
広
島
県
地
域
包

括
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

2
0
1
8
/
9
/
2
6
（
水
）
・
1
0
/
2
4
（
水
）

2
8

在
宅

支
援

に
あ
た
り
歯

科
医

と
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
連

携
を
学

ぶ
世

羅
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
2
3
（
月

）

2
9

平
成
3
0
年
度
第

2
回
大
竹
市
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
研
修
会
～
看
取
り
期
に
お
け
る
指
導
事
例
の
事
例
検
討
会
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
7
/
1
9
（
木
）

3
0

広
島
県
介
護
支
援

専
門

員
協

会
福

山
ブ
ロ
ッ
ク
会

・
西

南
部

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協

議
会

共
催

研
修

会
～

自
立

を
支

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
8
/
9
/
2
1
（
金
）

3
1

主
任
介
護
支
援
専
門
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～
主
任
ケ
ア
マ
ネ
に
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク
管
理
と
は
～

呉
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
1
（
土
）

3
2

西
区
・
佐
伯
区
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
～
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
②
～

広
島
市
西
区
ブ
ロ
ッ
ク
・
広

島
市

佐
伯

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
8
/
2
2
（
水
）

3
3

主
任

介
護

支
援

専
門

員
に
期

待
さ
れ

る
地

域
づ
く
り
と
は

？
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
学

ぼ
う
～

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
8
/
9
/
2
5
（
火
）

25



別
添

　
「
平

成
３

０
年

度
　

主
任

介
護

支
援

専
門

員
更

新
研

修
の

受
講

要
件

を
満

た
す

研
修

一
覧

」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

6
7

介
護

予
防

の
視

点
を

学
ぶ

～
IC

F
 で

事
例

を
と

ら
え

、
指

導
に

向
け

た
視

点
で

考
え

る
～

府
中

地
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
1
/
2
8
（
月

）

6
8

課
題

整
理

総
括

表
の

基
本

理
解

～
"
つ

な
ぐ

"
を

か
た

ち
に

～
福

山
ブ

ロ
ッ

ク
会

2
0
1
9
/
2
/
2
（
土

）

6
9

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

リ
ー

ダ
ー

研
修

広
島

県
地

域
包

括
・
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
協

議
会

2
0
1
9
/
1
/
2
4
（
木

）
・
2
/
2
1
（
木

）

7
0

安
佐

北
区

ブ
ロ

ッ
ク

研
修

～
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

取
り

組
み

た
い

地
域

作
り

～
広

島
市

安
佐

北
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
2
/
1
8
（
月

）

7
1

平
成

3
0
 年

度
実

務
研

修
指

導
者

養
成

研
修

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
1
/
1
2
（
土

）

7
2

三
次

市
ブ

ロ
ッ

ク
研

修
会

～
事

例
を

と
お

し
て

自
立

支
援

と
自

律
支

援
を

考
え

る
～

三
次

市
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
2
/
2
2
（
金

）

7
3

平
成

3
0
 年

度
研

修
講

師
・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
養

成
研

修
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
9
/
2
/
1
1
（
祝

）

7
4

ケ
ア

マ
ネ

業
務

向
上

研
修

会
～

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

の
役

割
と

心
得

～
広

島
市

東
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
2
/
1
2
（
火

）

7
5

災
害

支
援

リ
ー

ダ
ー

研
修

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
3
/
7
（
木

）

7
6

専
門

家
に

学
ぶ

、
ケ

ア
プ

ラ
ン

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

～
精

神
疾

患
の

あ
る

高
齢

者
ま

た
は

家
族

の
方

へ
の

支
援

に
つ

い
て

～
東

広
島

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
3
/
8
（
金

）

7
7

平
成

3
0
 年

度
第

6
 回

海
田

町
・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
会

～
地

域
共

生
型

社
会

お
い

て
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

と
し

て
で

き
る

最
初

の
一

歩
～

海
田

町
・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
3
/
1
9
（
火

）

7
8

平
成

3
0
 年

度
第

7
 回

勉
強

会
～

「
虐

待
に

つ
い

て
」
事

例
を

も
と

に
～

廿
日

市
市

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
3
/
1
9
（
火

）

7
9

平
成

3
0
 年

度
介

護
支

援
専

門
員

指
導

者
・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
3
/
2
4
（
日

）

8
0

新
し

い
介

護
保

険
制

度
に

関
す

る
研

修
～

介
護

保
険

制
度

の
動

向
～

広
島

市
南

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
3
/
2
2
（
金

）

8
1

主
任

介
護

支
援

専
門

員
と

し
て

倫
理

・
法

令
遵

守
に

基
づ

く
虐

待
防

止
に

つ
い

て
学

ぶ
世

羅
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
3
/
1
8
（
月

）

26



別
添

　
「
令

和
元

年
度

　
主

任
介

護
支

援
専

門
員

更
新

研
修

の
受

講
要

件
を
満

た
す
研

修
一

覧
」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

1
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
要
性
と
実
践
に
つ
い
て
①
～
西
区
・
佐
伯
区
・
安
芸
区
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
～

広
島

市
西

区
・
佐

伯
区

・
安

芸
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
4
/
1
1
（
木

）

2
平

成
3
1
年

度
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

等
管

理
者

研
修

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
4
/
2
3
（
火
）

3
野

中
式

事
例

検
討

会
～

ア
セ
ス
メ
ン
ト
力

向
上

に
向

け
た
指

導
力

を
養

う
～

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
5
/
2
3
（
木

）

4
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
重
要
性
と
実
践
に
つ
い
て
②
～
西
区
・
佐
伯
区
・
安
芸
区
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
～

広
島

市
西

区
・
佐

伯
区

・
安

芸
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
7
/
2
9
（
月

）

5
災
害
時
に
お
け
る
主

任
介

護
支

援
専

門
員

（
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
）
と
し
て
の
役
割
と
平
時
か
ら
の
取
組
み

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
5
/
1
6
（
木

）

6
地
域

づ
く
り
に
主

任
介

護
支

援
専

門
員

が
関

わ
る
メ
リ
ッ
ト
と
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
6
/
2
5
（
火

）

7
障

害
の

あ
る
人

の
自

立
支

援
と
地

域
で
支

え
る
た
め
の

指
導

方
法

を
学

ぶ
三

原
市

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
7
/
2
4
（
水

）

8
災
害
時
支
援
に
お
け
る
主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
支
援
専
門
員
と
多
職
種
協
働
の
対
応
に
つ
い
て

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
5
/
1
3
（
月
）

9
認

知
症

～
生

活
障

害
を
ど
う
捉

え
る
べ

き
か

～
（
社

会
資

源
開

発
と
ス
ー
パ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

視
点

で
）
広

島
市

安
佐

南
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
6
/
1
7
（
月

）

1
0

地
域

ケ
ア
会

議
の

狙
い
・
地

域
の

生
活

課
題

を
見

つ
け
る
為

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力

を
つ
け
る

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
7
/
8
（
月

）

1
1

主
任

介
護

支
援
専
門
員
と
し
て
の
心
の
持
ち
方
（
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
ほ
か
業
務
・
労
務
管
理
に
つ
い
て
）

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
9
/
9
（
月
）

1
2

主
任
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
障
害
者
自
立
支
援
法
を
は
じ
め
と
す
る
障
害
者
施
策
の
理
解
・
障
害
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ

世
羅

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
1
1
/
1
1
（
月
）

1
3

地
域

に
お
け
る
権

利
擁

護
の

技
術

指
導

の
ノ
ウ
ハ

ウ
～

市
民

後
見

人
養

成
か

ら
の

学
び
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
7
/
2
4
（
水

）

1
4

地
域

ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
社
会
資
源
の
開
発
学
習
会
～
人
生
1
0
0
年
時
代
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
～

広
島

市
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
1
0
/
2
4
（
木

）

1
5

主
任
介
護
支

援
専

門
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
～

IC
F
を
活

用
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
の

指
導

力
を
つ
け
る
～

尾
道

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
8
/
2
8
（
水
）

1
6

主
任

ケ
ア
マ
ネ
と
し
て
の

実
践

事
例

の
振

り
返

り
と
指

導
実

践
の

ま
と
め
方

・
書

き
方

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
6
/
1
8
（
火

）

1
7

地
域
共
生
社
会
に
お
け
る
介
護
支
援
専
門
員
の
責
任

～
令

和
時

代
を
リ
ー
ド
す
る
専

門
職

に
な
る
た
め
に
～

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク
・
庄

原
ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
9
/
6
/
2
9
（
土

）

1
8

事
例

を
用

い
た
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
質
問
力

向
上

研
修

～
気

づ
き
を
与

え
る
た
め
の

質
問

や
視

点
を
学

ぶ
～

三
次

市
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
8
/
8
（
木

）

1
9

指
導

事
例

を
振

り
返

り
、
的

確
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手

法
の

指
導

が
で
き
る
能

力
を
身

に
つ
け
よ
う

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
7
/
2
4
（
水

）

2
0

『
制

度
の

狭
間

の
問

題
』
と
地

域
支

援
〜

新
た
な
社

会
資

源
づ
く
り
の

実
際

を
も
と
に
〜

　
広

島
市

南
区

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
8
/
2
6
（
月

）

2
1

主
任

介
護

支
援

専
門

員
の

「
支

援
に
活

か
す
コ
ー
チ
ン
グ
手

法
」

広
島

市
東

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
9
/
1
7
（
火

）

2
2

令
和
元
年
度
第

１
回
主
任
介
護
支
援
専
門
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
in
呉

～
災

害
時

に
お
け
る
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
役

割
～

呉
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
7
/
2
0
（
土
）

2
3

令
和
元
年
度
第
1
回

主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
in
大

竹
～

入
退

院
時

に
お
け
る
医

療
と
の

連
携

に
関

す
る
指

導
事

例
の

事
例

検
討

会
～

大
竹

ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
8
/
2
2
（
木
）

2
4

地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
役

割
府

中
地

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
8
/
2
7
（
火

）

2
5

海
田

・
坂

ブ
ロ
ッ
ク
会

研
修

会
～

自
立

支
援

を
目

指
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
研

修
～

海
田

町
・
坂

町
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
9
/
1
7
（
火

）

2
6

令
和

元
年

度
主
任

介
護

支
援

専
門

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
～
主
任
介
護
支
援
専
門
員
に
よ
る
事
例
検
討
会
の
開
催
に
向
け
て
～

一
般
社
団
法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
8
/
5
（
月
）

2
7

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

福
山

ブ
ロ
ッ
ク
会

2
0
1
9
/
9
/
2
0
（
金

）

2
8

入
退

院
時

に
お
け
る
多

職
種

連
携

の
視

点
や
重

要
性

①
（
回

復
期

・
生

活
期

連
携

推
進

）
広

島
市

安
佐
南

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
1
9
/
9
/
2
5
（
水

）

2
9

指
導

事
例

を
振

り
返

り
、
的

確
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手

法
の

指
導

が
で
き
る
能

力
を
身

に
つ
け
よ
う

広
島

市
安

佐
北

区
ブ
ロ
ッ
ク

2
0
2
0
/
1
/
2
8
（
火

）

（
2
0
1
9
/
8
/
7
：
現
在
）

※
上
記
研
修
の
問
合
せ
先
等
は
、
当
会
Ｈ
Ｐ
（
ケ
ア
マ
ネ
の
輪
）
ま
た
は
広
島
県
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ケ
ア
マ
ネ
の

輪
）
　
U
R
L
：
h
tt
p
：
/
/
w
w
w
.h
c
m
a.
o
r.
jp
/

別
添

　
「
平

成
３

０
年

度
　

主
任

介
護

支
援

専
門

員
更

新
研

修
の

受
講

要
件

を
満

た
す

研
修

一
覧

」

番
号

研
修

名
研

修
実

施
機

関
名

研
修

年
月

日

6
7

介
護

予
防

の
視

点
を

学
ぶ

～
IC

F
 で

事
例

を
と

ら
え

、
指

導
に

向
け

た
視

点
で

考
え

る
～

府
中

地
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
1
/
2
8
（
月

）

6
8

課
題

整
理

総
括

表
の

基
本

理
解

～
"
つ

な
ぐ

"
を

か
た

ち
に

～
福

山
ブ

ロ
ッ

ク
会

2
0
1
9
/
2
/
2
（
土

）

6
9

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

リ
ー

ダ
ー

研
修

広
島

県
地

域
包

括
・
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
協

議
会

2
0
1
9
/
1
/
2
4
（
木

）
・
2
/
2
1
（
木

）

7
0

安
佐

北
区

ブ
ロ

ッ
ク

研
修

～
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

取
り

組
み

た
い

地
域

作
り

～
広

島
市

安
佐

北
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
2
/
1
8
（
月

）

7
1

平
成

3
0
 年

度
実

務
研

修
指

導
者

養
成

研
修

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
1
/
1
2
（
土

）

7
2

三
次

市
ブ

ロ
ッ

ク
研

修
会

～
事

例
を

と
お

し
て

自
立

支
援

と
自

律
支

援
を

考
え

る
～

三
次

市
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
2
/
2
2
（
金

）

7
3

平
成

3
0
 年

度
研

修
講

師
・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
養

成
研

修
一

般
社

団
法

人
広

島
県

介
護

支
援

専
門

員
協

会
2
0
1
9
/
2
/
1
1
（
祝

）

7
4

ケ
ア

マ
ネ

業
務

向
上

研
修

会
～

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

の
役

割
と

心
得

～
広

島
市

東
区

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
2
/
1
2
（
火

）

7
5

災
害

支
援

リ
ー

ダ
ー

研
修

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
3
/
7
（
木

）

7
6

専
門

家
に

学
ぶ

、
ケ

ア
プ

ラ
ン

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

～
精

神
疾

患
の

あ
る

高
齢

者
ま

た
は

家
族

の
方

へ
の

支
援

に
つ

い
て

～
東

広
島

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
3
/
8
（
金

）

7
7

平
成

3
0
 年

度
第

6
 回

海
田

町
・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
会

～
地

域
共

生
型

社
会

お
い

て
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

と
し

て
で

き
る

最
初

の
一

歩
～

海
田

町
・
坂

町
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
3
/
1
9
（
火

）

7
8

平
成

3
0
 年

度
第

7
 回

勉
強

会
～

「
虐

待
に

つ
い

て
」
事

例
を

も
と

に
～

廿
日

市
市

ブ
ロ

ッ
ク

2
0
1
9
/
3
/
1
9
（
火

）

7
9

平
成

3
0
 年

度
介

護
支

援
専

門
員

指
導

者
・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

一
般

社
団

法
人

広
島

県
介

護
支

援
専

門
員

協
会

2
0
1
9
/
3
/
2
4
（
日

）

8
0

新
し

い
介

護
保

険
制

度
に

関
す

る
研

修
～

介
護

保
険

制
度

の
動

向
～

広
島

市
南

区
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
3
/
2
2
（
金

）

8
1

主
任

介
護

支
援

専
門

員
と

し
て

倫
理

・
法

令
遵

守
に

基
づ

く
虐

待
防

止
に

つ
い

て
学

ぶ
世

羅
ブ

ロ
ッ

ク
2
0
1
9
/
3
/
1
8
（
月

）

27
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参考資料① 

 会 場 案 内  

※公共交通機関を利用してください※ 

 

【広島会場】全体講義（１１/１・１２/１２）：Ａ・Ｂ・Ｃコース共通 

①：広島市南区民文化センター ２階 ホール（〒732-0816 広島市南区比治山本町 16 番 27 号） 

 

【広島会場】Ａ・Ｂコース 

②：広島県健康福祉センター ８階 大研修室（〒734-0007 広島市南区皆実町 1-6-29） 

建物名（別名）：ひろしま健康福祉会館（南区役所と広島ＦＭの間の建物） 

 

●『比治山橋』または『皆実町 1丁目のバス停』から徒歩で数分。 

●『南区役所前の電停』から徒歩で約 1分。 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

広島市南区民文化センター 

広島県健康 

福祉センター 
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【福山会場】Ｃコース 

③：福山商工会議所 １階 １０１会議室（〒720-0067  福山市西町 2-10-1） 

●『ＪＲ福山駅（北口）』から徒歩で約１０分。 

 

    

 

 

④：福山市生涯学習プラザ ４階 大会議室（〒720-0812 福山市霞町 1-10-1） 

●『ＪＲ福山駅（南口）』から徒歩で約１５分。 

別名：まなびの館ローズコム／中部生涯学習センター 

 

 

福山市生涯学習プラザ 

(まなびの館ローズコム) 
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参考資料② 

＜提出先の宛名＞ 

 
【提出の際、角２封筒（Ａ４版が折らずに入るサイズ）に貼る宛名として利用ください】 

 

送付先 

〒７３４－０００７ 

広島県広島市南区皆実町１－６－２９（広島県健康福祉センター７階）

一般社団法人広島県介護支援専門員協会 宛 

 【主任介護支援専門員更新研修申込書在中】締切：９/２０（金）※必着

 

差出人 

事業所名称 

 

氏  名  
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【問合せ先】 
※提出書類の様式についてはホームページからダウンロードください。 

※一般社団法人広島県介護支援専門員協会ＨＰ［ケアマネの輪］ 
トップページ 【「ケアマネの輪」で検索ください】 
 

■問合せ先 （平日 8：45～17：30／＊研修で不在のこともあります） 

一般社団法人広島県介護支援専門員協会（事務局） 

（介護支援専門員研修センター） 

 

所在地 ：〒734-0007 広島県広島市南区皆実町一丁目６－２９ 

       広島県健康福祉センター ７階 

ＴＥＬ ： ０８２－５５５－１４５０  

ＦＡＸ ： ０８２－２５０－８１３３  

ＵＲＬ ： http://www.hcma.or.jp/   
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